
近
世
鳥
取
藩
の
城
下
町

中

林

保

は

じ

め

に

近
世
鳥
取
藩
領
に
お
い
て
「
町
と
称
す
る
は
、
鳥
取
・
米
子
・
倉
吉
の
三
町
」
で
、
松
崎
・
八
橋
・
浦
富
・
黒
坂
、
そ
し
て
船
岡
が
こ

れ
に
準
じ
た
、
鳥
取
は
落
城
の
地
に
し
て
、
町
奉
行
が
政
務
を
総
携
し
た
た
が
、
米
子
・
倉
吉
は
「
何
れ
も
家
老
荒
尾
氏
の
治
下
に
あ
り

て
、
其
命
ず
る
町
奉
行
・
町
目
付
各
一
人
あ
り
て
町
政
を
執
ハ
1
こ
っ
た
。
松
崎
・
八
橋
・
浦
富
・
黒
坂
・
船
岡
の
五
町
も
家
老
職
に
補

近世鳥取藩の城下町

せ
ら
れ
る
「
着
座
」
の
家
筋
の
も
の
に
町
政
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
。
近
世
鳥
取
藩
で
は
こ
れ
を
「
自
分
手
政
治
」
と
呼
ん
だ
。
重
臣
た

ち
は
「
自
分
手
政
治
」
を
お
こ
な
う
た
め
各
々
の
町
に
役
所
、
す
な
わ
ち
「
陣
屋
」
を
設
け
た
。
そ
れ
ら
の
町
で
は
「
陣
屋
」
中
心
の

町
、
い
わ
ゆ
る
「
陣
屋
町
」
が
形
成
さ
れ
た
。

一
般
の
陣
屋
町
は
「
大
名
・
旗
本
の
館
舎
、
お
よ
び
郡
代
・
代
官
の
屋
敷
」
を
中
心
に
発
達
し
た
町
を
さ
す
。
し
か
し
、
鳥
取
藩
の
陣

屋
町
は
、
藩
主
池
田
氏
の
「
陪
臣
居
館
地
」
を
中
心
に
発
達
し
た
町
で
あ
り
、

や
や
性
格
を
異
に
す
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
性
格
の
解
明
を
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試
み
、
す
で
に
一
部
は
報
告
し
た
〈
2
3
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こ
の
た
び
は
近
世
鳥
取
藩
領
内
に
お
け
る
城
下
町
鳥
取
、
陣
屋
町
米
子
・
倉
吉
の
三
大
都
市
を
対
象
と
し
、
侍
町
の
町
割
・
家
臣
団
の

屋
敷
割
と
そ
の
屋
敷
面
積
、
町
屋
の
町
割
と
そ
の
屋
敷
面
積
に
論
点
を
し
ぼ
り
、
城
下
町
と
陣
屋
町
の
対
比
的
考
察
を
試
み
る
。
な
お
、

藩
政
期
の
鳥
取
・
米
子
・
倉
吉
の
三
町
に
つ
い
て
は
『
因
幡
民
談
記
』
・

『
烏
府
志
』
・
『
伯
者
民
談
記
』
・
『
鳥
取
藩
史
』
に
詳
述
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
落
政
期
の
「
町
絵
図
」
も
保
存
さ
れ
て
お
り
、
研
究
方
法
も
、
主
と
し
て
こ
れ
ら
の
文
献
・

「
町
絵
図
」
、
現
在
の
地

籍
図
を
も
と
に
、
現
地
踏
査
に
よ
っ
た
。

て
城
下
町
鳥
取

鳥
取
久
松
城
は
、
因
幡
国
の
守
護
所
布
施
天
神
山
城
の
出
城
と
し
て
、

「
天
文
十
四
年
(
一
五
四
五
)
乙
己
年
二
月
半
に
鍬
始
め
有
り

て
、
城
が
取
り
立
て
す
こ
ら
れ
た
。
天
正
元
年
(
一
五
七
三
)
守
護
山
名
豊
国
は
、
そ
の
守
護
所
を
布
施
天
神
山
城
か
ら
鳥
取
久
松
城

に
移
し
、

以
来
因
幡
国
の
政
治
的
中
心
地
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
天
王
八
年
(
一
五
八

O
)
吉
川
経
家
、
天
王
九
年
二
五
八
一
)
宮
部

善
祥
坊
、
関
が
原
の
戦
後
の
慶
長
六
年
二
六

O
一
)
池
田
長
吉
に
城
主
は
か
わ
る
。
そ
し
て
、
元
和
三
年
(
一
六
一
七
)
の
池
田
光
政

が
因
幡
・
伯
者
三
十
二
万
石
の
領
主
と
し
て
配
置
さ
れ
る
。
し
か
し
、
寛
永
九
年
(
一
六
三
二
)
に
岡
山
藩
主
池
田
光
仲
と
の
配
置
転
換

が
お
こ
な
わ
れ
、
以
後
明
治
維
新
ま
で
十
二
代
の
池
田
氏
が
在
城
し
た
。

近
世
鳥
取
の
城
下
町
の
形
成
は
元
和
三
年
(
一
六
一
七
)
の
池
田
光
政
の
入
部
に
は
じ
ま
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
城
下
町
の
存
在

も
推
定
で
き
る
。
そ
こ
で
、
元
和
三
年
以
前
の
城
下
町
を
「
近
世
前
の
城
下
町
」
、
以
後
の
城
下
町
を
「
近
世
の
城
下
町
」
と
し
て
考
察

ず
る
。付

近
世
前
の
城
下
町



布
施
天
神
山
城
の
出
城
と
し
て
鳥
取
久
松
城
が
構
築
さ
れ
た
久
松
山
は
標
高
二
六
回
米
の
高
山
で
あ
る
。

『
因
幡
民
談
記
』
は
「
山
の

形
険
岨
に
し
て
、

四
方
輸
は
し
く
切
立
た
る
事
、
宛
も
工
匠
の
削
り
成
せ
る
に
異
な
ら
す
、
岩
石
峨
々
と
釜
へ

せ
い
は
ん

(
中
略
)
あ
た
り
に
比
び
の
山
も
無
く
、
四
方
広
潟
と
し
て
晴
わ
た
り
、
関
挫
争
道
き
が
し
て
、
九
折
を
巡
れ
ば
、
八
重
の
白
雲
跡
を
埋

む
、
頂
に
登
れ
ば
間
尺
に
千
里
の
地
を
ち
ち
め
、

八
葉
の
谷
尾
を
わ
け
、

-
国
の
山
川
唯
眼
下
に
明
か
な
り
」
と
形
容
し
、
そ
の
山
頂
に
は
「
断
崖
を
切
立
、
石

壁
を
築
き
、
処
々
門
櫓
を
建
て
、
析
形
を
構
へ
(
4
〉
」
た
と
記
し
て
い
る
が
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
山
頂
に
は
、
天
正
元
年
の
守

護
所
移
転
に
と
も
な
い
、
布
施
天
神
山
城
の
一
二
重
の
天
守
が
移
さ
れ
構
築
さ
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
す
な

と
こ
ろ
で
、
久
松
山
は
標
高
二
六
回
米
の
高
山
で
あ
る
の
で
、
各
城
主
達
は
居
館
を
そ
の
山
麓
付
近
に
お
い
た
。
し
た
が
っ
て
城
下
町

も
そ
の
居
館
付
近
に
形
成
さ
れ
た
。

布
施
天
神
山
城
の
出
城
時
代
の
鳥
取
久
松
城
の
城
番
・
武
田
高
信
の
居
館
は
、
「
釣
瓶
下
し
の
如
く
切
立
た
る
断
崖
の
上
の
松
の
丸
官
〉
」

に
設
け
ら
れ
て
い
た
。

「
松
の
丸
」
は
久
松
山
の
北
西
山
腹
の
要
害
で
、
そ
の
付
近
に
集
落
の
所
在
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
、
永

続
六
年
(
一
五
六
一
二
)
城
番
・
武
田
一
両
信
と
守
護
山
名
豊
数
の
「
湯
所
の
合
戦
」
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
「
山
名
豊
数
感
状
?
と
が
あ

近世鳥取藩の城下町

る。
去
三
日
於
湯
所
合
戦
之
時
、
伊
豆
守
突
鑓
依
無
比
類
動
致
討
死
之
条
、
尤
神
妙
至
也
、
弥
不
替
可
致
奉
行
公
之
状
如
件
。

永
禄
六四
月
五
日

山
名
豊
数
(
花
押
)

中
村
鍋
法
子
殿
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ま
た
、
天
正
元
年
(
一
五
七
一
二
)
城
番
・
武
田
高
信
と
守
護
山
名
豊
国
の
「
久
松
山
下
の
戦
い
」
を
『
因
幡
民
談
記
』
は
「
外
か
わ
を
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踏
破
り
山
下
の
町
に
押
入
り
、
競
ひ
掛
り
て
攻
め
寄
た
り
、
城
中
之
を
防
き
兼
ね
山
下
を
捨
て
皆
本
丸
に
引
退
く
す
こ
と
記
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
史
料
や
文
献
か
ら
推
定
す
る
と
、
武
田
氏
の
居
館
地
付
近
に
は
、
す
で
に
何
ら
か
の
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

も
と
も
と
久
松
山
の
ふ
も
と
に
は
「
沢
市
場
」
と
い
う
村
落
が
所
在
し
て
い
た
と
い
う
す
Uo

こ
の
こ
ろ
の
久
松
山
西
南
山
ろ
h

く
に
は

「
湊
川
」
が
メ
ア
ン
ダ
ー
し
、
沼
沢
地
が
散
在
し
て
お
り
(
叩
〉
、

「
沢
市
場
」
は
湊
川
と
久
松
山
ろ
く
の
聞
の
地
域
に
立
地
し
て
い
た
も

の
と
推
定
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
明
確
な
位
置
は
不
詳
で
あ
り
、
武
田
氏
居
館
付
近
の
集
落
と
の
結
び
つ
き
も
判
然
と
し
な
い
。

天
正
元
年
(
一
五
七
三
)
守
護
山
名
豊
国
は
守
護
所
を
布
施
天
神
山
城
か
ら
鳥
取
久
松
城
へ
転
移
、
天
正
八
年
(
一
五
八

O
)
秀
吉
の

「
鳥
取
城
攻
め
」
、
天
正
九
年
(
一
五
八
一
)
宮
部
善
祥
坊
が
五
万
石
の
所
領
で
鳥
取
城
に
配
置
さ
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
の
鳥
取
は
守
護
町

か
ら
城
下
町
へ
の
変
身
期
と
な
る
。

天
正
元
年
山
名
豊
国
に
よ
る
守
護
所
の
鳥
取
転
移
に
と
も
な
っ
て
守
護
町
と
な
っ
た
鳥
取
に
は
、
布
施
城
下
の
侍
、
其
外
寺
院
僧
侶
、

売
買
諸
般
の
細
工
人
迄
、
皆
鳥
取
へ
移
り
住
ん
だ
〈
日
〉
O

ま
た
、
天
王
八
年
秀
吉
は
鳥
取
城
攻
め
で
、
鳥
取
城
下
の
市
場
、
民
家
等
を
残

す
所
な
く
焼
き
払
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
(
日
、

こ
の
こ
ろ
あ
る
程
度
の
城
郭
下
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

し

か
し
、
こ
の
時
期
は
守
護
町
の
形
成
よ
り
も
久
松
山
の
「
絶
頂
に
壁
を
掛
け
石
垣
を
築
き
、
岸
を
切
立
所
々
に
櫓
を
揚
け
、
三
重
の
天
守

は
空
に
釜
へ
、
白
雲
棟
を
掩
ひ
、
城
下
の
地
五
皇
十
里
の
聞
は
手
に
取
る
如
く
見
え
渡
り
、
国
中
の
鎮
府
と
し
て
屈
寛
の
城
地
」
と
す
る

な
ど
山
上
の
丸
の
整
備
、
さ
ら
に
、
山
下
の
丸
も
「
堀
壁
櫓
丈
夫
に
囲
み
、

一
一
一
の
木
戸
を
確
と
打
て
ば
、
卒
爾
に
攻
め
入
ら
る
体
に
非

ら
ず
、
城
下
に
法
美
川
の
末
、
袋
川
を
引
き
、
是
を
城
外
の
要
害
白
〉
」

と
す
る
な
ど
郭
内
の
整
備
、

と
く
に
防
御
面
に
重
点
を
お
い
た

城
郭
の
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
た
。



天
正
九
年
宮
部
善
祥
坊
が
鳥
取
城
主
と
な
る
。
宮
部
氏
は
久
松
山
腹
の
「
松
の
丸
」
の
城
主
居
館
を
山
ろ
く
の
「
二
の
丸
」

(
現
、
烏

取
県
立
博
物
館
付
近
)
に
移
し
山
下
の
丸
の
整
備
を
お
こ
な
っ
た
。
山
下
の
丸
は
堀
で
囲
寵
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
関
が
原
の
戦
で
西
軍

に
属
し
た
宮
部
勢
を
東
軍
方
が
攻
め
た
「
鳥
取
城
下
の
合
戦
」
を
『
因
幡
民
談
記
』
は
「
寄
手
も
心
易
く
攻
入
ら
ず
、
さ
り
と
も
何
分
寄

手
は
大
勢
な
れ
ば
、
堀
際
へ
詰
寄
り
内
に
入
ら
む
と
進
み
臼
〉
」
と
記
し
て
い
る
。

山
下
の
丸
を
囲
模
す
る
堀
以
外
に
も

『
烏
府
志
』
に

「
今
の
百
軒
長
屋
の
地
へ
台
堀
の
有
し
事
は
現
然
と
『
古
図
』

に
見
え
た
り
、

恐
く
は
古
代
当
城
の
外
構
の
跡
な
り
日
と
と
も
記
さ
れ

て
お
り
、
山
下
の
丸
南
辺
か
ら
湊
川
ま
で
東
西
に
延
長
し
た
堀
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

城
下
町
は
、
文
藤
二
年
(
一
五
九
三
)
の
「
高
麗
水
」
と
呼
ば
れ
る
洪
水
の
記
録
に
「
平
地
の
村
里
、
城
下
に
家
作
り
し
所
は
、
遁
る

「
鳥
取
城
下
の
合
戦
」
に
「
寄
手
次
第
に
攻
寄
せ
、
勢
を
分
け
町
屋
へ
押
入
れ

ベ
き
様
な
か
り
け
里
詰
〉
」
と
か
、

ば
、
出
張
り
け
る
域
内
の
勢
、
町
を
捨
て
曳
き
入
り
域
内
へ
寵
り
け
る
(
げ
と
な
ど
の
記
述
も
あ
り
、

関
が
原
の
戦
の
時
の

湊
川
と

「
百
軒
長
屋
の
古
堀
」
を

総
構
と
し
、
そ
の
内
側
に
発
達
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
町
割
な
ど
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
町
屋
居
住
者
に
石
井
宗
徳
・
長

空
の
兄
弟
、
山
崎
屋
な
ど
の
富
有
の
者
、
魚
屋
七
衛
門
、

何
屋
源
兵
衛
な
ど
が
あ
り
(
望
、

武
家
屋
敷
と
町
屋
が
混
在
し
て
い
た
も
の
と

近世鳥取藩の城下町

推
定
さ
れ
る
。

関
が
原
の
戦
後
の
慶
長
六
年
二
六

O
一
)
池
田
長
吉
が
因
幡
国
邑
美
・
法
美
・
巨
濃
・
八
上
郡
の
四
郡
六
万
石
で
鳥
取
城
に
封
ぜ
ら

れ
た
。
鳥
取
で
の
池
田
長
吉
は
、
山
上
の
丸
・
山
下
の
丸
の
大
改
修
、
内
堀
の
改
修
や
外
堀
(
総
堀
)

の
開
削
な
ど
、
と
く
に
城
下
町
の

防
衛
面
の
強
化
を
お
こ
な
っ
た
。

山
上
の
丸
、
す
な
わ
ち
久
松
山
上
の
本
丸
の
天
守
は
、
コ
一
重
八
棟
造
り
で
あ
っ
た
が
、
高
山
の
山
頂
に
あ
る
の
で
風
の
為
に
ゆ
が
み
が
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一
旦
取
崩
し
新
に
二
重
に
作
ら
れ
た
品
〉
O

多
く
な
り
、

ま
た
、

山
下
の
丸
の
城
主
居
館
を
近
世
に
も
踏
襲
さ
れ
る
「
二
の
丸
」
に
移
し
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た
。
さ
ら
に
「
天
球
丸
」
を
新
築
し
、

「
三
の
丸
」
を
拡
張
す
る
な
ど
の
「
住
居
の
城
」
に
大
改
築
を
お
こ
な
っ
た
。

山
下
の
丸
を
囲
模
す
る
内
堀
も
、

に
鳥
取
城
下
の
総
構
と
し
て
「
塘
を
築
き
、
堤
の
外
に
(
惣
)
堀
畠
〉
」
を
掘
っ
た
。
惣
堀
(
近
世
で
は
、
そ
の
構
築
法
か
ら
「
薬
研
堀
」
、

東
南
へ
延
長
し
て
掘
り
ひ
ろ
げ
幅
十
六
問
、
長
さ
三
町
五
十
間

auに
拡
張
し
た
。
そ
し
て
、

新
た

そ
の
堀
に
郭
内
と
郭
外
を
結
ぶ
円
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
「
惣
円
」
と
呼
ぶ
0
)

は
、
現
在
の
栗
谷
付
近
か
ら
掛
出
町
を
西
へ
延
び
、

鳥
取

市
役
所
付
近
を
南
北
に
限
る
も
の
で
、
掘
り
上
げ
た
土
で
そ
の
内
側
に
防
御
土
手
を
築
い
た
。
土
手
に
は
柳
が
植
え
ら
れ
た
の
で
「
柳

堤
」
と
呼
ば
れ
た
。

城
下
町
は
内
堀
と
惣
堀
の
間
で
、
宮
部
時
代
に
比
べ
れ
ば
、
総
堀
の
開
削
に
よ
り
南
西
側
へ
か
な
り
拡
大
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
地
域

に
は
大
手
通
り
の
中
町
(
京
町
)
筋
、
そ
の
南
に
鰻
町
筋
、
北
に
与
次
右
衛
門
町
筋
の
東
西
に
走
る
三
本
の
幹
線
街
路
と
、
そ
れ
ら
に
直

交
す
る
南
北
道
で
町
割
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
南
北
道
筋
の
町
は
、
鰻
町
筋
の
南
側
に
八
百
屋
町
、
鰻
町
筋
と
中
町
筋
の
聞
に
大
手
側
よ
り

豆
腐
町
・
魚
町
・
青
嶋
町
、
中
町
筋
と
与
次
右
衛
円
町
筋
の
聞
に
丹
後
町
な
ど
が
所
在
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
鷹
匠
町
・
八
軒
屋
町
・
桶

屋
町
・
餌
差
町
・
岡
町
・
大
工
町
・
鍛
治
町
な
ど
も
所
在
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る

av
こ
れ
ら
の
町
は
そ
の
町
名
が
示
す
よ
う
に
大

部
分
は
商
工
業
者
の
町
で
あ
る
が
、
明
確
な
所
在
地
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

武
家
屋
敷
は
山
下
の
内
堀
の
内
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、

宮
内
・
湯
所
口
、

さ
ら
に
少
々
は
町
屋
に
も
混
在
し
て
お
り
(
型
、
内
堀
内
に

侍
町
が
所
在
す
る
内
山
下
、
町
家
と
武
家
屋
敷
が
混
在
す
る
近
世
初
頭
の
形
態
が
み
ら
れ
る
。

亡3

近
世
の
城
下
町

元
和
三
一
年
(
一
六
一
七
)
姫
路
城
主
池
田
光
政
は
因
幡
・
伯
者
三
十
二
万
石
の
領
主
と
し
て
鳥
取
へ
配
転
さ
れ
た
。
寛
、
氷
九
年
(
一
六

三
二
)
岡
山
藩
主
池
田
光
仲
と
の
国
替
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
後
明
治
維
新
ま
で
池
田
氏
の
治
下
と
な
る
。



近
世
鳥
取
の
城
下
町
建
設
の
基
盤
は
光
政
に
よ
る
が
、
そ
の
完
成
は
光
仲
入
部
以
降
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
元
和
か
ら
明

治
ま
で
の
約
二
百
五
十
年
間
を
、
同
時
視
的
に
あ
っ
か
う
こ
と
に
い
さ
さ
か
た
め
ら
い
を
感
じ
る
が
、

「
近
世
の
城
下
町
」
と
し
て
考
察

す
る
。姫

路
で
の
池
田
光
政
の
所
領
高
は
五
十
二
万
石
で
あ
っ
た
の
で
三
十
二
万
石
の
鳥
取
へ
の
転
封
は
、
①
実
質
上
の
減
封
で
「
家
中
へ
宛

行
ふ
べ
き
地
不
足
(
お
こ
の
た
め
俸
藤
の
配
分
方
法
、

「
城
下
に
住
居
し
難

②
鳥
取
の
城
下
町
が
小
規
模
で
あ
る
た
め
、
犬
家
臣
団
が

い
ハ
お
と
な
ど
問
題
を
引
き
起
し
た
。

①
に
つ
い
て
は
、
物
成
免
を
実
質
三
分
六
厘
と
据
え
お
き
、
名
目
だ
け
六
分
に
増
税
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
質
三
十
二
万

石
を
名
目
五
十
二
万
石
と
し
た
。
し
か
し
、
家
臣
へ
の
配
分
は
姫
路
ど
お
り
に
お
こ
な
っ
た
の
で
、
家
臣
に
と
っ
て
は
減
俸
と
な
り
名
目

俸
線
の
約
六
一
括
の
実
収
と
な
っ
た
。

@
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
居
城
地
の
選
定
も
考
え
ら
れ
た
。
居
城
候
補
地
は
鳥
取
の
ほ
か
に
、
因
幡
園
高
草
郡
布
施
古
城
跡
、
伯
奮
国

の
米
子
城
・
倉
吉
・
久
米
郡
茶
臼
山
で
あ
っ
た
。
そ
の
選
定
状
況
を
『
因
幡
民
談
記
』
は
次
の
よ
う
に
詳
述
し
て
い
る

auo

近世鳥取藩の城下町

当
園
高
草
郡
布
施
の
古
城
は
、
昔
山
名
家
当
国
守
護
の
士
口
地
に
し
て
‘
其
地
背
後
に
大
池
を
構
へ
要
書
最
も
よ
ろ
し
く
し
て
、
海
口
へ
も
程
近
か

し
、
前
に
は
楚
々
た
る
田
野
あ
り
て
、
町
小
路
を
作
る
に
狭
か
ら
ず
、
依
て
此
処
を
可
然
と
な
す
と
云
ふ
議
も
有
り
け
れ
ど
も
、
此
処
も
久
し
く
退
転

せ
し
草
莱
の
古
嘘
な
れ
ば
、
三
年
五
年
に
全
備
す
べ
か
ら
ず
と
て
、
此
議
も
遂
に
止
み
し
と
か
や
、
又
伯
州
に
て
米
子
は
尤
も
地
利
よ
く
、
事
に
当
た

り
て
自
由
の
所
な
れ
ど
も
、
両
国
辺
端
な
れ
は
此
処
は
難
成
、
文
倉
吉
は
山
奥
に
て
国
主
鎮
座
の
処
な
ら
ず
、
久
米
郡
茶
臼
山
は
地
形
尤
も
宜
し
け
れ

は
、
此
処
を
用
ひ
ら
れ
ん
か
と
て
、
己
に
広
狭
を
積
り
縄
張
せ
ら
れ
け
れ
と
も
、
此
処
も
新
地
な
れ
は
俄
に
取
立
つ
る
こ
と
成
り
か
た
し
と
て
、
結
局

鳥
取
を
広
め
用
ひ
る
へ
き
に
決
し
け
り
。

73 

元
和
四
年
(
一
六
一
八
)

の
一
月
と
二
月
の
農
閑
期
に
限
っ
て
、
因
幡
・
伯
蓄
の
全
農
家
に
「
棟
役
」
と
し
て
、
城
下
町
拡
張
工
事
が
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課
せ
ら
れ
た
。

工
事
は
、

ま
ず
鳥
取
城
総
構
と
な
る
「
新
川
(
袋
川
)
」
の
開
削
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
。
袋
川
は
「
も
と
の
湊
川
の
辺
よ
り
四
丁
計
西

南
の
国
土
へ
出
し
、
上
は
下
吉
方
の
松
か
崎
と
云
ふ
よ
り
、
平
田
の
辺
り
今
の
出
合
橋
の
本
迄
十
四
五
町
か
問
、
河
幅
七
間
底
三
間
半
に

掘
り
下
げ
た
(
お
)
」
o

掘
り
上
げ
た
土
で
袋
川
の
内
側
に
防
御
土
手
を
築
き
、
竹
を
植
え
て
総
構
の
要
害
と
し
た
。
防
御
土
手
の
内
側
に
は

幅
二
聞
の
「
武
者
走
り
」
を
設
け
た
。

袋
川
開
削
の
結
果
、
侍
町
と
し
て
、
内
堀
と
惣
門
の
問
、
久
松
山
ろ
く
の
江
崎
・
湯
所
、
袋
川
の
防
御
土
手
内
の
端
々
の
地
域
が
あ
て

ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
惣
門
内
に
在
っ
た
町
家
は
み
な
撤
せ
ら
れ
て
、
惣
円
と
袋
川
の
間
の
地
域
に
移
さ
れ
、
新
し
い
町
屋
が
剖
ら
れ

た
。
新
し
い
町
屋
は
、
袋
川
の
川
底
を
深
く
掘
り
、
そ
の
土
石
で
町
屋
造
成
を
お
こ
な
っ
た
が
、

土
石
で
埋
め
立
て
ら
れ
な
い
場
合
は
、

木
材
を
打
入
れ
(mu
て
埋
め
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
低
湿
地
帯
で
あ
っ
た
。

侍
町
と
家
臣
団
の
配
置

寛
政
七
年
(
一
七
九
五
)
ご
ろ
の
鳥
取
の
「
侍
自
分
量
舗
町
外
町
家
」
の
総
計
は
六
千
八
百
軒
余
り
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
武
家
屋
敷
は
「
山
下
侍
屋
井
領
地
六
百
軒
高
、
但
し
惣
門
内
万
石
以
下
百
三
十
軒
余
、
惣
門
外
千
石
以
下
四
百
コ
一
十
軒

余
、
川
外
四
十
軒
余
自
己
、
こ
の
ほ
か
に
小
者
、
足
軽
な
ど
の
軒
数
は
さ
ら
に
多
か
っ
た
が
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。

侍
町
に
は
町
名
は
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
惣
門
内
で
は
大
名
小
路
・
新
道
、
江
崎
付
近
で
は
寺
町
・
馬
場
町
・
上

の
町
・
中
の
町
・
御
弓
の
町
・
榎
の
町
・
庖
丁
人
町
・
辻
売
・
掛
出
し
・
栗
谷
、
湯
所
付
近
で
も
上
の
町
・
中
の
町
・
喧
嘩
屋
敷
、
そ
の

ほ
か
袋
川
に
設
け
ら
れ
た
「
イ
ト
バ

aど
に
よ
っ
て
、

「
何
々
イ
ト
パ
」
な
ど
の
地
名
・
街
路
名
で
僅
称
さ
れ
た
。

侍
町
の
武
家
屋
敷
に
は
、
家
老
以
下
お
も
な
家
臣
に
貸
与
さ
れ
る
「
拝
領
屋
敷
」
、
小
身
の
藩
士
に
貸
与
さ
れ
る
「
御
貸
長
屋
」
が
あ

る
。
屋
敷
や
長
屋
は
藩
主
か
ら
貸
与
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
れ
の
貸
与
に
際
し
て
城
下
町
内
の
家
臣
団
の
配
置
も
考
慮
さ
れ
た
。
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近世鳥取藩の稼高百右以上の家臣の隷高別人数表

戸更こ±
寛永10年(1 ヌじ禄7年 慶応3年 |明治2年
933) (1964) (1836) i (1889) 

人数i比率人数l比率人数|比率人数|比率
% % % % 

1，500石以上 14 3.1 15 3.0 15 2.9 19 3.5 

1，000-1，500未 29 6.5 29 5.8 20 3.9 15 2.7 

500-1，000未 691 15.3 661 13.3 691 13.1 721 13.1 

400石代 38 8.4 42 8.5 28 5.4 28 5.1 

300石代 101 22.4 113 22.8 771 14.8 811 14.7 

200石代 131 29.6 162 32.7 176 33.9 

100石代 66 14.7 68 13.7 1341 25.81 1381 25.1 

計 100 

第 1表

家
臣
団
の
配
置
は
、

お
お
む
ね
軍
式
に
と
も
な
い
各
持
口
に
応
じ
て
配
置
さ

上記各年の「組帳」より作成。寛永10年・明治2年は財団裕氏による。

れ
、
し
か
も
、
物
頭
以
上
の
家
筋
、
又
は
特
別
の
任
務
を
有
す
る
も
の
の
居
屋
敷

は
藩
政
期
間
あ
ま
り
変
更
が
な
か
っ
た

9
3

『
因
府
録
』
は
、

家
臣
団
の
屋
敷

配
置
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る

auo

御
城
下
の
屋
敷
割
は
御
陣
営
の
お
も
む
き
に
て
な
さ
れ
候
事
の
由
、
御
知
行
の
多
少

に
依
っ
て
夫
々
に
相
当
の
屋
敷
を
割
て
被
下
候
也
。
七
口
の
惣
門
内
大
手
智
頭
口
等
、

覚
召
の
組
頭
・
物
頭
ど
も
差
置
被
遊
侯
由
。
御
城
下
は
御
着
座
中
屋
敷
に
て
組
頭
・
物

頭
惣
土
に
至
り
何
れ
も
鳥
取
府
中
に
居
住
し
て
、
各
在
所
へ
住
居
の
者
な
し
。
(
後
略
)
合

以
上
の
史
料
に
よ
っ
て
も
、
家
臣
団
の
計
画
的
屋
敷
配
置
が
考
察
で
き
る
が
、

さ
ら
に
詳
し
く
検
討
す
る
た
め
、
安
政
四
年
(
一
八
五
七
)

の
「
鳥
取
御
城
下
全

図
」
(
鳥
取
県
立
博
物
館
蔵
)
と
慶
応
三
年
(
一
八
六
七
)

の
鳥
取
藩
の
「
組
帳
」

を
検
討
し
た

oa)

慶
応
三
年
の
「
組
帳
」
に
よ
る
穂
高
白
石
以
上
の
侍
は
五
一
九
人
で
あ
る
。
し

「
鳥
取
御
城
下
全
図
」
に
明
記
さ
れ
て
い
る
氏
名
と
合
致
す
る
も
の
は
、

か
し
、

そ
の
約
三
分
の
一
の
一
七
四
人
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

一
七
四
人
の
格
式
や
穂
高
と

(注)

屋
敷
配
置
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。

鳥
取
藩
に
お
け
る
最
高
家
臣
に
「
着
座
」
と
呼
ば
れ
る
十
家
が
あ
る
。
鳥
取
藩
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第1図鳥取城
(注) 安政4年「鳥取御城下全図」原図。 侍屋敷配置は慶応3年の「組帳」
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の
家
老
職
の
補
任
は
「
此
格
式
の
者
に
限
ら
れ
、

軍
式
上
は
旗
頭
と
し
て
一
隊
の
将
詰
)
」

と
な
る
家
筋
の
も
の
で
「
御
十
家
」

十

家
老
」
と
呼
ば
れ
た
。
十
家
の
な
か
で
米
子
・
倉
吉
・
松
崎
・
八
橋
・
浦
留
・
船
岡
に
陣
屋
を
設
け
「
自
分
手
政
治
」
の
ゆ
る
さ
れ
た
六

家
を
「
上
六
家
」
、
残
る
四
家
を
「
下
回
家
」
と
呼
ん
だ
。
「
上
六
家
」
の
穂
高
は
一
万
五
千
石

t
四
千
石
で
鉄
砲
各
五
十
挺
が
あ
ず
け
ら

れ
た
。

「
下
回
家
」
の
禄
高
は
三
千
石

l
二
千
二
百
石
と
鉄
砲
各
三
十
挺
で
、

「
上
六
家
」
と
格
差
が
も
う
け
ら
れ
て
い
た
。
屋
敷
配
置

に
お
い
て
も
、
上
六
家
は
内
堀
に
面
す
る
大
手
前
で
、
最
も
城
郭
に
近
い
「
大
名
小
路
」
の
内
側
の
地
域
、

「
下
回
家
」
に
は
そ
の
外
側

の
地
域
が
あ
て
ら
れ
た
。

着
座
に
つ
ぐ
番
頭
は

「
藩
に
於
て
は
士
を
組
に
分
か
ち
番
頭
に
預
け
ら
る
故
に
、

又
之
を
組
頭
と
も
云
い
自
己
、
「
証
人
上
」

「
議
幅

代

「
平
番
頭
」
の
三
種
が
あ
っ
た
。

「
証
人
上
」
は
「
御
国
替
当
時
、

幕
府
に
証
人
を
差
出
し
た
る
家
筋
釘
〉
」

で
穂
高
は
三
千
五

百
石

l
二
千
石
の
四
家
で
、
着
座
家
の
外
側
の
配
置
と
な
る
。

「
譜
代
」

は
証
人
に
つ
ぐ
番
頭
で
、

「
御
家
旧
し
き
家
筋
と
し
て
古
く
よ

り
礼
国
自
〉
」

さ
れ
、
藤
高
も
二
千
石

l
千
石
の
七
家
が
あ
る
。
「
平
番
頭
」
は
証
人
上
・
譜
代
を
除
い
た
他
の
番
頭
で
、
穂
高
は
千
五
百

石
l
五
百
石
の
九
家
が
あ
る
。
譜
代
・
平
番
頭
は
、
証
人
上
の
さ
ら
に
外
側
で
、

と
く
に
江
崎
下
惣
門
・
若
桜
街
道
惣
円
・
智
頭
街
道
惣

門
・
鹿
野
街
道
惣
円
・
内
丹
後
惣
円
・
丹
後
口
惣
円
・
湯
所
上
惣
門
な
ど
「
七
ロ
」

(
惣
堀
に
設
け
ら
れ
た
九
か
所
の
門
を
総
称
し
て
呼

ぶ
)
付
近
の
要
地
に
配
置
さ
れ
た
。

一
般
の
武
士
で
穂
高
五
百
石
以
上
が
四
十
人
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
藤
高
七
百
石
以
上
が
十
七
人
、
藤
高
七
百
石
未
満
、
t
五
百
石
が
二
十

三
人
で
あ
る
。
前
者
の
屋
敷
の
ほ
と
ん
ど
は
惣
門
内
の
侍
町
に
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
後
者
の
そ
れ
は
惣
門
内
に
配
置
さ
れ
て
い
る
も
の

は
少
な
い
。
惣
門
内
の
侍
町
は
藤
高
七
百
石
以
上
の
家
臣
の
屋
敷
を
中
心
に
割
ら
れ
、
そ
れ
以
下
の
家
臣
の
屋
敷
の
大
部
分
は
、
総
一
構
で

あ
る
袋
川
に
架
け
ら
れ
た
若
桜
橋
・
智
頭
橋
・
鹿
野
橋
の
「
御
門
」
付
近
や
、
湯
所
・
江
崎
の
侍
町
の
要
地
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。



穂
高
五
百
石
未
満

l
百
石
は
百
三
人
で
あ
る
。
百
三
人
の
屋
敷
の
大
部
分
は
湯
所
・
江
崎
の
侍
町
に
在
る
が
、
町
屋
の
外
縁
部
の
「
武

者
走
り
」
沿
い
に
配
置
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
く
な
い
。

以
上
の
と
お
り
家
臣
団
の
屋
敷
配
置
は
、
山
下
の
丸
の
城
主
居
館
を
核
と
し
て
、
格
式
や
穂
高
の
多
い
も
の
が
内
側
、
少
な
い
も
の
ほ

ど
外
側
に
同
心
円
状
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
郭
外
を
連
結
す
る
「
七
日
」
や
総
構
の
「
御
門
」
な
ど
の
要
地
に
は
周
辺
よ
り
高

藤
の
家
臣
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

元
和
四
年
(
一
六
一
八
)
袋
川
の
開
削
で
新
し
く
割
ら
れ
た
町
屋
は
、

こ
こ
か
し
こ

人
も
な
く
、
み
な
明
地
の
み
に
し
て
委
彼
ま
は
ら
に
家
ぞ
建
品
)
」
て
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

町
屋
と
町
名

「
小
路
は
割
り
け
れ
と
も
、

俄
に
住
す
る

し
か
し
、

寛
永
の
こ
ろ
に
な
る

と
「
町
数
合
四
十
町
、
家
数
合
千
六
拾
三
、
間
数
合
五
千
百
拾
三
間
半
品
亡
、
安
永
七
年

(
一
七
七
八
)
に
は

「
町
数
合
四
十
九
町
、

家
数
合
三
千
四
百
拾
九
軒
右
〉
」
に
増
加
し
た
。

第
2
表
は
町
ご
と
の
軒
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

寛
永
十
一
年
か
ら
安
永
七
年
ま
で

の
百
三
十
六
年
間
の
軒
数
を
検
討
す
る
と
、
次
の
三
地
域
の
増
加
率
が
著
し
く
高
い
。

そ
の
一
一
は
本
町
・
二
階
町
の
町
屋
中
心
地
域
で
あ
る
。
本
町
に
は
「
町
政
も
司
ど
る
町
会
所
も
お
か
れ
、
御
用
職
人
其
他
細
工
人
等
多

近世鳥取藩の城下町

く
連
な
り
、
町
屋
の
根
元
お
と
で
あ
る
。
二
階
町
に
も
「
藩
営
の
塩
座
あ
り
、
こ
れ
ま
た
賑
は
し
き
所
自
〉
」

で
あ
り
、
城
下
町
の
シ
ピ

ツ
ク
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

そ
の
こ
は
鹿
野
町
・
下
横
町
・
材
木
町
な
ど
の
町
屋
北
西
地
域
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
寛
政
七
年
(
一
七
九
五
)

う
と
し
の
み
つ

「
乙
卯
水
」
洪
水
で

城
下
町
が
冠
水
し
た
と
き
、

「
鹿
野
街
道
羅
門
柳
倉
前
七
尺
八
尺
、

湯
所
下
ノ
羅
門
ノ
外
七
尺
八
尺
、
丹
後
町
羅
内
ノ
外
八
尺
九
尺
♀
〉
」

の
記
録
が
み
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
侵
水
の
激
し
か
っ
た
低
湿
地
域
で
あ
り
、
埋
め
立
て
に
よ
る
宅
地
化
が
進
行
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
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そ
の
三
は
瓦
町
・
品
治
町
・
元
鋳
物
師
町
・
大
森
町
の
総
構
外
の
地
域
で
あ
る
。
上
方
在
来
・
伯
奮
街
道
・
伯
者
中
道
な
ど
鳥
取
と
藩
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第2表 鳥取の町屋における町ごとの家数

下更年齢11作 (1出)!安永ートI判明治5年
軒数|備 考軒数1備 考 (1872) 

元大工町 192.25i 1 70 

上 魚 町 168. 86 

片原一丁目 ーか7 38 

同二丁目 15 180. 38 

本:町一丁目 23 217. 52 

同二丁目 18 394. 89 

若 桜 町 330. 67 

鍛 治 町 324. 72 

桶 屋 町 339. 82 

職 人 町 282. 77 

二階町一丁目 363. 82 

同 二丁目 309. 58 

新 町 90 243. 83 

元魚町一丁目 47 167. 54 

河端一丁目 72， 194. 77 

同二丁目 63 170. 73 

江 崎 町 156 400. 180 

川外大工町 232. 92 

瓦 町 63 450. 161 

品 治 町 115 821. 765 

小計捌 l l同 81
片原町三丁目 12掛作裏ナシ 6 233.2 41 

旦 腐 町 32 52 162.5 66 

下 魚 町 43懸作裏ナシ 3 83 193.0 63 

下片原町 14 79改鹿野町 564.2 83 

本町三丁目 19 68 357.8 80 

向四丁目 21 
195 420.0 

102 

三軒屋町 4 34 

二階町三丁目 24 66 275.0 59 

同 四丁目 、21 52 247.6 59 

茶 町 26 52 200.0 87 

元魚町三丁目 30 57 190.0 55 

同三丁目 36 85 236.1 85 



近世鳥取藩の城下町

にで 寛永11年 (1634) 安永7年 (1778)
明(治18752年) 増加指数

河端三丁目 27 63 233.3 72 

同四丁目 45 104 231.1 117 

材 木 町 25 101 404.0 95 

丹後片原町 51 101 198.0 

元鋳物師町 14 45 321. 4 

新鋳物師町 22 38 172.7 131 

玄忠寺横町 13 64改下横町 492.3 651 

森 キす 43大 森 町 358.3 大 12 34 

小計 20町 | 
1
1，2861 

立川町一丁目 n 
立川年立村川にが元入禄さ

84 

同 二丁目 110 11 編 110 
れ 町とな

同 三丁目 50る 72 

上 町 115 慶生安のころ誕
28837 45 l 薬 師 町 38 

JII 下 町 50元禄年誕生

今町一丁目 63 

同二丁目 53 

新品治町 65 

言十 49町|川| 1
3，4191 

81 

寛永11年は『因幡志』安永7年は『鳥取藩史5jJより作成，

増加指数=安永7年，寛永11年xl00
(注)

領
内
主
要
地
を
結
ぶ
交
通
路
の
出
発
点

で
、
人
・
物
資
・
文
化
の
発
着
点
で
も
あ

り
、
新
し
い
市
街
域
形
成
の
著
し
い
地
域

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
町
屋
の
街
路
の
な
か
で
若

桜
街
道
・
智
頭
街
道
・
鹿
野
街
道
の
三
路

の
幅
員
は
広
く
、
諸
商
が
密
集
し
た
。
も

っ
と
も
繁
華
な
の
は
大
手
筋
の
智
頭
街
道

で
、
鹿
野
街
道
が
こ
れ
に
つ
ぎ
若
桜
街
道

は
は
る
か
に
劣
っ
た
お
〉
O

こ
の
ほ
か
に

も
鹿
野
街
道
の
袋
川
を
渡
る
両
側
の
地
域

は
に
ぎ
わ
っ
た
。
こ
の
地
で
は
五
日
宛
袋

川
の
内
・
外
交
代
で
朝
よ
り
青
物
市
が
立

ち
飴
近
鰻在
の

瞳2も
の
海が
老農
な産
ど物
のの
魚ほ
類か

烏鮒

獣
の
肉
類
、
小
間
物
、
小
道
具
、
植
木
、

草
蛙
な
ど
日
用
雑
貨
に
い
た
る
ま
で
商
い
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第2図 町屋主要地域の屋敷割と職業別図

(注) 正徳5年「鳥取市街大切図」を原図とし筆者復原
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に
や
っ
て
来
た
(
想
。

一
般
に
町
屋
は
職
種
に
よ
る
地
域
分
化
や
町
割
が
お
こ
な
わ
れ
、
町
名
も
そ
こ
で
主
と
し
て
営
ま
れ
て
い
る
職
種
を
表
示
し
て
い
る
も

の
が
多
い
、
鳥
取
の
町
屋
も
、
正
徳
五
年
(
一
七
一
五
)

の
「
鳥
取
市
街
大
切
図
」
(
以
下
「
大
切
図
」
と
略
す
。
鳥
取
県
立
博
物
館
蔵
)

-
文
政
十
年
(
一
八
二
九
)

-
の
『
烏
府
志
』
な
ど
に
よ
る
と
、

「
鍛
冶
町
」
に
は
「
冶
工
等
軒
を
連
ね
た
り
」
と
あ
る
よ
う
に
鍛
治
屋

十
七
軒

「
桶
屋
町
」
も
大
工
十
五
軒
・
桶
屋
三
軒
・
指
物
師
一
軒
が
検
出
で
き
る
。
し
か
し
、

「
元
魚
町
」
に
は
魚
庖

「
上
魚
町
」

は
多
く
な
い
。

「
上
魚
町
」
は
享
保
五
年
(
一
七
二

O
)
の
火
事
以
前
は
魚
屈
も
多
か
っ
た
と
い
う
が
、

「
大
切
図
」
で
は
塗
師
屋
四

軒
、
八
百
屋
二
軒
、
そ
の
ほ
か
は
韓
庖
と
な
っ
て
い
る
。

「
元
魚
町
」
も
「
元
魚
町
一
丁
目
」
で
油
屋
十
四
軒
・
大
工
一
軒
、

「
元
魚
町

二
丁
目
」
で
塩
屋
四
軒
が
検
出
さ
れ
「
魚
町
」
日
「
魚
居
の
町
」
と
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

「
元
魚
町
三
丁
目
」
に
は
、

「
大
切
図
」

で
は
検
出
で
き
な
い
が
、
料
理
屋
が
軒
を
つ
ら
ね
い
ろ
い
ろ
の
魚
類
を
く
ず
し
て
竹
輪
に
加
工
す
る
業
者
が
多
い
と
い
う
。

「
豆
腐
町
」

で
は
豆
腐
製
造
業
者
は
少
な
く
、
畳
職
人
の
多
い
町
で
あ
り
、

「
川
端
三
丁
目
、
t
四
丁
目
」
も
町
名
だ
け
で
は
判
断
で
き
に
く
い
が
、

「
鳥
取
に
お
け
る
宿
屋
は
其
初
は
町
内
各
入
口
に
散
在
し
て
い
た
が
、

慶
安
年
中
よ
り
川
端
三
丁
目
、
t
四
丁
目
に
限
ら
れ
る

au」
ょ
う

近世鳥取藩の城下町

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
町
屋
の
町
名
と
そ
こ
で
営
ま
れ
る
職
種
と
結
び
つ
か
な
い
も
の
が
か
な
り
多
い
。
こ
れ
は
池
田
光
政
に
よ
る
元

和
の
町
割
や
町
名
を
、
寛
永
九
年
転
入
し
た
池
田
光
仲
も
そ
れ
を
原
則
的
に
踏
襲
し
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
配
置
さ
れ
た
人

々
の
職
種
は
、
完
全
に
元
和
と
同
じ
職
種
の
人
々
と
は
か
ぎ
ら
ず
、
町
名
と
そ
こ
で
主
と
し
て
営
な
ま
れ
て
い
る
職
種
に
差
異
が
生
じ
た

の
で
あ
る
。

寺
院
配
置

安
政
四
年
の
「
鳥
取
御
城
下
全
図
」
で
城
下
町
に
四
十
八
寺
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
を
@
寛

83 

永
九
年
(
一
六
三
二
)
池
田
光
仲
の
入
部
以
前
か
ら
所
在
し
て
い
た
も
の
。
⑮
寛
永
九
年
池
田
光
仲
の
入
部
に
と
も
な
っ
て
岡
山
か
ら
転
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移
し
て
き
た
も
の
。

。
寛
永
九
年
以
後
の
創
建
、

ま
た
は
鳥
取
藩
領
内
の
他
地
域
か
ら
移
転
し
て
き
た
も
の
に
分
類
す
れ
ば
a
v
@
に

属
す
る
も
の
が
十
一
寺
院
、
⑮
に
属
す
る
も
の
が
九
寺
院
、
。
に
属
す
る
も
の
が
二
十
八
寺
院
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
の
所
在
分
布
は

第
1
図
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
が
、
概
観
す
れ
ば
、
@
は
総
構
内
の
南
東
部
の
寺
町
、
湯
所
・
立
川
・
伯
脅
街
道
な
ど
の
要
地
に
所
在
し

て
い
る
も
の
が
多
く
、
池
田
光
仲
に
よ
る
元
和
の
城
下
町
建
設
の
と
き
、
計
画
的
に
配
置
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
⑮
は
湯
所
・
江

崎
・
士
ロ
方
な
ど
の
静
寂
な
山
す
そ
、
。
は
総
構
外
に
所
在
す
る
も
の
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
城
下
町
鳥
取
の
都
市
計
画
に
も
と
ず
く
寺
院

の
防
衛
的
配
置
は
元
和
の
池
田
光
政
の
町
づ
く
り
に
よ
り
、
寛
永
九
年
以
降
は
大
規
模
な
都
市
計
画
に
よ
る
寺
院
の
防
衛
的
再
配
置
は
お

こ
な
わ
れ
ず
、
そ
れ
以
前
の
も
の
を
踏
襲
し
た
こ
と
が
考
察
で
き
る
。

ニ
、
城
下
町
・
陣
屋
町
米
子

近
世
の
米
子
に
は
米
子
城
が
所
在
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
城
の
所
在
か
ら
は
城
下
町
に
分
類
で
き
る
。
し
か
し
、
近
世
鳥
取
藩
は
家
老

荒
尾
氏
に
陣
屋
を
開
設
さ
せ
「
自
分
手
政
治
」
を
お
こ
な
わ
せ
た
。
し
た
が
っ
て
、
陣
屋
所
在
地
か
ら
陣
屋
町
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る。
近
世
米
子
城
の
建
設
は
吉
川
広
家
に
は
じ
ま
る
。
吉
川
広
家
は
、
毛
利
元
就
の
孫
で
、
天
正
十
九
年
(
一
五
九
一
)
安
芸
・
隠
岐
・
出

雲
(
一
二
郡
)

-
伯
奮
(
三
郡
)
の
十
一
万
石
を
所
領
と
し
、
安
芸
国
新
荘
か
ら
出
雲
国
富
田
城
へ
入
城
し
た
。
ま
も
な
く
富
田
城
か
ら
米

子
へ
居
城
を
移
す
が
、
そ
の
事
由
を
示
す
次
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
お
)
O

伯
州
米
子
の
事

天
正
十
九
年
広
家
公
雲
州
富
田
御
入
城
被
成
候
、
其
後
富
田
城
は
山
奥
に
て
:
・
雲
州
之
内
所
々
御
見
立
被
成
候
得
共
、
御
心
に
不
応
、
其
後
同
国
八
幡



山
御
普
譜
被
仰
付
候
得
共
、
是
も
心
に
不
叶
・
:
伯
州
米
子
と
申
所
勝
地
に
て
:
・
御
取
立
に
成
っ
た
。

以
上
の
史
料
か
ら
推
定
す
る
と
、
軍
事
的
要
因
を
重
視
し
た
中
世
的
な
富
田
城
か
ら
、
政
治
・
経
済
・
交
通
的
要
因
を
重
視
し
た
近
世

的
な
米
子
へ
居
城
を
移
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

関
が
原
の
戦
後
、
吉
川
広
家
は
周
防
国
岩
国
へ
転
封
と
な
り
、
慶
長
五
年
こ
六

O
O
)
中
村
一
忠
が
伯
者
十
八
万
国
の
領
主
と
し
て

米
子
城
に
配
さ
れ
た
。
中
村
一
忠
は
、

し
ば
ら
く
伯
雪
国
尾
高
城
に
滞
在
し
、
米
子
械
を
修
築
完
成
し
、
慶
長
七
年
(
一
六

O
二
)

入

城
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
〈
想
。

慶
長
十
四
年
ご
六

O
九
)
中
村
一
忠
は
急
逝
し
、
中
村
家
断
絶
、
慶
長
十
五
年
(
一
六
一

O
)
加
蔵
貞
泰
が
六
万
石
で
入
部
し
た
。

そ
の
後
、
元
和
三
年
に
因
幡
・
伯
者
三
十
二
万
石
が
池
田
光
政
、
寛
永
九
年
に
は
池
田
光
仲
の
所
領
と
な
る
。
光
仲
は
、
米
子
城
に
家
老

の
荒
尾
氏
を
配
し
「
自
分
手
政
治
」
を
お
こ
な
わ
せ
た
。
し
か
し
、
米
子
城
に
お
け
る
荒
尾
氏
は
大
名
的
待
遇
で
あ
っ
た
よ
う
で
『
因
府

録
』
は
、
一
ニ
代
将
軍
家
光
に
召
さ
れ
「
米
子
の
城
を
荒
尾
内
庄
助
に
御
預
な
さ
る
る
旨
仰
出
さ
れ
、
尤
も
小
身
に
て
は
修
覆
等
行
届
く
ま

じ
く
候
問
、
主
人
(
藩
主
池
田
氏
)
よ
り
致
遣
し
候
様
に
と
の
御
下
知
日
と
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

近世鳥取藩の城下町

米
子
城
の
完
成
や
城
下
町
づ
く
り
は
中
村
氏
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
中
村
氏
の
米
子
城
構
築
は
慶
長
六
年
(
一
六

O
一
)
か
ら
は
じ

め
ら
れ
た
。

『
伯
者
民
談
記
』
は
、
米
子
城
構
築
を
「
或
説
に
小
鷹
の
城
を
転
じ
て
此
地
へ
移
す
と
も
い
い
、
又
倉
吉
打
吹
の
城
を
此
地

へ
引
移
せ
る
な
り
と
も
云
ふ
告
と
と
記
し
て
い
る
。

し
か
し
、

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
米
子
城
は
古
川
広
家
に
よ
っ
て
構
築
が
は
じ

め
ら
れ
た
。
ま
た
、
小
鷹
(
尾
高
)
城
に
は
、
米
子
城
が
完
成
す
る
ま
で
、
中
村
一
忠
が
居
城
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
倉

吉
打
吹
城
移
転
も
、
大
規
模
な
城
郭
資
材
の
運
搬
な
ど
を
考
え
る
と
、
『
伯
害
民
談
記
』
の
記
述
の
真
偽
は
判
然
と
し
な
い
、

お
そ
ら
く
、

85 

吉
川
広
家
に
よ
り
構
築
な
か
ば
で
あ
っ
た
米
子
城
を
中
村
一
忠
が
完
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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城
郭
と
侍
町
・
武
家
屋
敷
の
醍
置

米
子
城
は
標
高
約
九
十
米
の
湊
山
の
山
上
で
あ
る
。
城
は
「
湊
山
久
米
城
」

と
号
し
、

「
西
の

尾
崎
を
内
膳
丸
と
名
づ
け
、
東
の
方
飯
山
を
釆
女
丸
と
名
つ
く
、
本
丸
に
左
右
し
て
、
摘
角
の
勢
を
な
せ
り
、
本
丸
に
五
重
の
天
守
閣
四

重
の
櫓
あ
り
、
此
丸
に
城
主
の
殿
閣
を
建
て
、
城
壁
百
間
余
り
、
三
門
が
聞
か
れ
自
己
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
三
の
丸
・
出
丸
な
ど
の
曲
輪

も
あ
り
、
寛
永
九
年
以
降
、
荒
尾
氏
の
陣
屋
は
湊
山
山
ろ
く
の
二
の
丸
に
お
か
れ
た
。

濠
に
は
内
堀
と
外
堀
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
聞
の
郭
内
に
侍
町
、
外
堀
外
の
郭
外
に
町
屋
が
割
ら
れ
た
。
内
堀
は
、
享
保
五
年
(
一
七
二

O
)
の
「
湊
山
金
城
米
子
新
府
」

(
『
米
子
市
史
』
所
収
絵
図
)
よ
り
推
定
す
る
と
、
現
在
の
米
子
市
営
湊
山
球
場
・
日
の
丸
自
動
車
会

社
敷
地
前
を
経
て
深
浦
に
至
る
湊
山
を
囲
躍
す
る
も
の
で
あ
る
。

堀
の
幅
は
約
二
十
二
間

av
現
在
は
そ
の
大
部
分
が
埋
め
ら
れ
て
道

路
と
な
っ
て
い
る
。
外
堀
は
灘
町
か
ら
愛
宕
山
下
ま
で
掘
ら
れ
、
現
在
で
も
、
北
西
部
は
賀
茂
川
の
一
部
と
し
て
残
存
し
て
い
る
が
、
南

東
部
は
埋
め
ら
れ
て
道
路
と
な
っ
て
い
る
。

近
世
米
子
の
郭
内
は
、
中
村
氏
時
代
の
侍
町
で
あ
る
。
陣
屋
開
設
後
も
武
士
の
居
住
地
と
し
て
東
町
・
中
町
・
西
町
の
三
町
に
わ
け
ら

れ
「
チ
ョ
ウ
」
と
呼
ど
れ
た
。

「
チ
ョ
ウ
」
に
は
鳥
取
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
「
米
子
組
士
」
と
、
陣
屋
主
荒
尾
氏
の
家
臣
で
あ
る
「
陪
臣
」

が
居
住
し
て
い
た
。

「
米
子
組
士
」
の
数
は
「
約
五
十
五
人
、
時
に
よ
り
多
少
の
増
減
あ
り
、
外
に
御
徒
士
以
下
足
軽
若
干
宛
」
の
記
録

も
あ
る
自
)
O

「
湊
山
金
城
米
子
新
府
」

で
は
組
土
屋
敷
四
十
四
、
陪
臣
屋
敷
十
、

合
計
五
十
五
屋
敷
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
ら
の
屋
敷
は
、
陣
屋
正
面
の
東
町
・
中
町
に
大
多
数
の
組
土
屋
敷
、
海
に
近
い
西
町
に
陪
臣
屋
敷
が
集
中
し
て
所
在
し
て
い
る
。

元
鵡
七
年
(
一
六
九
四
)

の
鳥
取
藩
の
「
組
帳
」
に
よ
る
と
、

「
米
子
組
土
」
の
最
高
穂
高
は
八
百
石
、
最
低
藤
高
は
四
拾
俵
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
藤
高
百
石
以
上
の
武
士
の
屋
敷
配
置
を
検
討
す
る
と
、
陣
屋
正
面
付
近
に
は
藤
高
二
百
石
以
上
、
郭
内
と
郭
外
を
結

ぶ
惣
門
付
近
に
は
穂
高
四
百
石

l
二
百
五
十
石
の
高
誌
の
武
家
屋
敷
が
配
置
さ
れ
お
り
、
す
で
に
述
べ
た
鳥
取
の
武
家
屋
敷
の
配
置
と
同
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じ
よ
う
に
、

ノレ

ズ
な
形
態
で
は
あ

る
が
高
禄
の
も
の

が
内
、
低
藤
の
も

の
が
外
と
な
る
同

心
円
状
配
置
が
考

察
さ
れ
る
。

町
屋
と
専
売
制

近
世
米
子

の
町
屋
は
「
マ
チ
」

と
呼
ば
れ
る
。
町

屋
の
寛
延
二
年

(
一
七
四
九
)
の

町
数
は
十
八
町
、

家
数
千
二
百
三
十

八
軒
で
あ
る
(
思

が
、
寛
政
(
一
八
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五
回

1
六
O
)
末
年
に
は
家
数
コ
一
千
戸
、

人
口
八
千
三
百
四
十
五
人
に
増
加
す
る
ハ

g
。

十
八
町
と
は
椛
町
(
新
町
、

一
八
五
)

-
博
労

町
(
一
六
八
)

-
道
笑
町
(
道
正
町
、

一
三

O
)
-
日
野
町
(
一
一
一
)

-
茶
町
(
一
一
五
)

-
塩
町
(
八
八
)

-
大
工
町
(
一

O
三
)

-
法
勝
寺
町
(
法
性
寺
・
法
正
寺
、

一O
九
)

-
紺
屋
町
(
一
二
七
)

-
四
日
市
町
(
九
一
一
)

-
東
倉
吉
町
(
一

O
六
)

-
西
倉
吉
町

ご
二

O
)
-
尾
高
町
(
一

O
八
)

-
岩
倉
町
(
一
四
四
)

-
竪
町
(
二
九

O
)
-
灘
町
(
一
九
四
)

-
内
町
二
三
四
)

-
天
神
町

(
片
原
町
安
政
四
年
現
町
名
ニ
改
ム
、

一
五
五
)
で
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)

の
戸
数
は
二
千
四
百
八
十
九
戸
と
な
る

auo
こ
れ
ら

の
う
ち
法
勝
寺
町
は
会
見
郡
法
勝
寺
、

日
野
町
は
日
野
郡
江
尾
、
尾
高
町
は
会
見
郡
尾
高
、
東
・
西
倉
吉
町
は
久
米
郡
倉
吉
、
岩
倉
町
は

粂
郡
岩
倉
、

四
日
市
町
は
戸
上
な
ど
、
元
和
元
年
ご
六
一
五
)
の
ご
国
一
城
の
令
」
以
前
の
伯
雪
国
内
の
小
城
下
の
人
々
を
、
中
村

氏
時
代
に
集
住
さ
せ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
と
伝
え
ら
れ
る
翁
)
。

藩
政
期
の
米
子
の
御
銀
札
場
は
竪
町
、
御
会
所
は
紺
屋
町
、
鉄
会
所
は
内
町
に
設
け
ら
れ
経
済
の
中
心
を
な
し
て
い
た
。
ま
た
、

「マ

チ
」
に
は
専
売
制
が
認
め
ら
れ
職
能
に
よ
る
地
域
分
化
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
専
売
制
は
、
内
町
の
刻
煙
草
、
灘
町
の
海
産
物
、
法
勝

寺
町
の
唐
津
物
・
古
物
商
、
紺
屋
町
の
野
道
具
・
傘
、

四
日
市
町
の
鍛
治
屋
、
東
倉
吉
町
の
太
物
・
呉
服
・
小
間
物
・
置
屋
、
西
倉
吉
と

尾
高
町
は
呉
服
・
太
物
・
小
間
物
・
畳
表
・
ゴ
ザ
、
岩
倉
町
の
見
布
・
乾
物
、
竪
町
の
傘
油
・
糸
車
・
柄
杓
・
弁
当
箱
、
茶
町
は
大
工
・

左
官
、
塩
町
は
舟
稼
・
蔵
仲
士
、
大
工
町
の
日
傭
、
椛
町
の
牢
番
、
博
労
町
の
牛
馬
市
・
博
労
な
ど
で
あ
る
白
〉
O

「
マ
チ
」

で
は
専
売

権
を
得
た
も
の
か
ら
収
益
の
一
部
を
口
銭
と
し
て
徴
集
し
た
。
口
銭
は
「
町
録
」
と
よ
ば
れ
町
内
の
公
共
の
費
用
に
あ
て
ら
れ
た
。

落
政
期
の
米
子
に
は
二
十
二
寺
院
が
所
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
の
十
寺
院
は
市
街
地
北
辺
の
寺
町
に
集
中
し
、

ほ
と
ん
ど
一
直

線
上
に
所
在
す
る
。
藩
政
期
の
米
子
に
お
い
て
は
、
寺
院
の
再
配
置
な
ど
の
都
市
改
造
は
推
定
で
き
な
い
の
で
、
城
下
町
建
設
の
と
き
の

防
衛
的
配
置
で
あ
ろ
う
。



三
、
陣
屋
町
倉
吉

ろ
っ
ぷ
き

倉
吉
の
城
は
打
吹
城
と
い
う
。
打
吹
城
は
延
文
年
間
二
三
五
六

1
六
O
)
伯
奮
国
守
護
山
名
時
氏
の
嫡
子
師
義
が
、
倉
吉
の
北
の
田

内
域
よ
り
移
り
築
城
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
白
〉
。
そ
の
後
、
大
永
田
年
(
一
五
二
四
)
尼
子
氏
の
た
め
に
落
城
、
天
正
八
年
(
一
五
八

O
)

吉
川
元
春
に
よ
り
再
興
が
図
ら
れ
た
が
、
天

E
十
五
年
(
一
五
八
一
一
)
伯
誉
国
羽
衣
石
城
の
南
条
氏
の
持
城
と
な
っ
た
。
関
が
原
の
戦

後
、
伯
者
国
は
米
子
城
の
中
村
一
忠
の
所
領
と
な
り
、
打
吹
城
に
は
城
番
が
お
か
れ
た
。
寛
永
九
年
(
一
六
三
二
)
池
田
光
仲
が
因
幡
・

伯
岩
田
三
十
二
万
石
の
領
主
と
な
る
と
、
倉
吉
に
は
家
老
荒
尾
氏
を
配
し
「
自
分
手
政
治
」
を
お
こ
な
わ
せ
た
。

城
郭
と
侍
町
・
武
家
屋
敷
の
配
置

打
吹
械
は
北
や
西
を
小
鴨
川
、
東
を
竹
田
川
に
限
ら
れ
た
標
高
二
百
八
米
の
打
吹
山
上
で
あ

る
。
曲
輪
に
は
大
手
を
北
と
す
る
本
丸
・
二
の
丸
(
備
前
丸
)

-
三
の
丸
(
越
中
丸
)

小
鴨
丸
・
南
条
屋
敷
が
あ
る
。

城
郭
を
囲
躍
す
る
堀
は
現
存
し
な
い
。
し
か
し
、

『
伯
老
日
民
談
記
』
は
「
天
下
一
統
の
命
に
よ
り
て
当
城
も
石
垣
を
崩
し
、
堀
を
埋
め

廃
城
と
な
れ
り
白
〉
」
と
記
し
て
い
る
が
、

倉
吉
の
地
籍
図
に
領
主
居
館
地
を
推
定
さ
せ
る
「
殿
屋

そ
の
明
確
な
位
置
は
わ
か
ら
な
い
。

近世鳥取藩の城町下

敷
」
の
地
名
が
打
吹
山
ろ
く
の
倉
吉
市
役
所
付
近
で
検
出
さ
れ
る
。
領
主
居
館
を
囲
擁
し
た
内
堀
が
そ
の
付
近
に
掘
ら
れ
て
い
た
も
の
と

推
定
で
き
る
。

草
創
期
の
打
吹
城
下
の
集
落
の
存
在
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

み
る
か

で
被
害
を
う
け
た
田
内
城
の
城
下
町
・
見
日
町
よ
り
被
難
民
を
迎
へ
て
創
設
し
た
自
に
と
記
述
し
て
い
る
。

『
倉
吉
町
誌
』
は
、
倉
吉
は
「
天
文
十
三
年
(
一
五
四
四
)
八
月
の
大
洪
水

し
か
し
、

打
吹
城
草
創
の

延
文
年
聞
か
ら
倉
吉
が
創
設
さ
れ
た
と
す
る
天
文
十
三
年
ま
で
の
約
百
七
十
年
間
集
落
が
未
発
達
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
城
郭
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下
に
は
何
ら
か
の
集
落
が
存
在
し
、

さ
ら
に
「
見
日
町
」
の
人
々
の
移
住
に
よ
っ
て
倉
吉
の
基
礎
が
で
き
あ
が
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ



90 

ろ
う
。打
吹
城
に
守
護
山
名
氏
が
居
城
し
て
い
た
こ
ろ
、

ま
た
、
伯
者
国
羽
衣
石
城
主
南
条
氏
の
持
城
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
倉
吉
の
よ
う
す
も
判

然
と
し
な
い
。
わ
ず
か
に
、
天
正
十
年
(
一
五
八
二
)
ご
ろ
の
倉
吉
を
『
伯
者
民
談
記
』
は
「
竹
田
川
と
小
鴨
川
に
挟
ま
れ
た
東
西
に
細

長
い
地
域
に
、
領
主
の
屋
敷
を
中
央
に
し
て
、
左
右
に
士
の
屋
宅
連
綿
と
し
、
そ
の
外
面
に
は
市
町
を
お
き
、
寺
院
は
廓
外
に
並
立
し
て

一
国
の
鎮
府

a〉」
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

白

T、

h 



近
世
の
倉
吉
に
つ
い
て
は
「
倉
吉
御
陣
屋
絵
図
」

(
鳥
取
県
立
博
物
館
蔵
)
で
そ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
倉
吉
陣
屋
は
現
在
の
倉
吉
市
立
成
徳
小
学
校
の
位
置
で
あ
る
。

武
家
屋
敷
は
東
の
湊
町
・
神
坂
(
住
吉
町
)

か
ら
仲
ノ
町
・
葵
町
・
東
町
、
西
の
瀬
崎
町
の
地
域
に
分
布
し
、
そ
の
数
は
六
十
三
を
算

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
寛
延
二
年
(
一
七
回
九
)

に
は
「
侍
屋
敷
七
拾
九
軒
、

常
時

内
四
軒
明
屋
敷

G
)」
の
記
録
も
あ
り
、

は
七
十
名
位
の
武
士
、
が
居
住
し
て
い
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
武
士
の
数
は
、
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
「
倉
吉
組

士
」
と
、
陣
屋
主
荒
尾
氏
の
家
臣
の
「
陪
臣
」
を
合
わ
せ
た
数
で
あ
る
。
元
帳
七
年
ご
六
九
四
)

の
鳥
取
藩
の
「
組
帳
」
で
の
「
倉
吉

組
士
」
の
数
は
四
十
七
人
と
な
っ
て
お
り
、

「
陪
臣
」
の
数
は
二
十
人
位
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
元
禄
七
年
の
「
組
帳
」
、

(
鳥
取
県
立
鳥
取
図
書
館
蔵
)
に
よ
る
「
倉
吉
組
士
」
の
最
高
穂
高
は
四
百
石
、

「
倉
吉
万
日
記
」

最
低
藤
高
は
拾
四
人
二
十
六
俵
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
武
士
の
う
ち
穂
高
百
石
以
上
の
も
の
の
屋
敷
を
第
4
図
に
示
し
た
。
倉
吉
の
侍
町
に

お
い
て
も
、
陣
屋
付
近
の
仲
ノ
町
・
葵
町
に
は
穂
高
二
百
石
以
上
、
陣
屋
か
ら
離
れ
た
瀬
崎
町
東
町
に
は
藤
高
二
百
石
}
百
石
、

ま
た
は

そ
れ
以
下
の
武
士
の
屋
敷
が
配
置
さ
れ
、
陣
屋
を
核
と
す
る
同
心
円
状
配
置
が
考
察
で
き
る
。

近世鳥取藩の城下町

町
屋
と
屋
号

裏
町
五
丁
と
か
ら
な
っ

寛
延
二
年
(
一
七
四
九
)

の
町
屋
の
家
数
は
九
百
三
一
軒
で
、
次
の
十
八
町
と
横
町
二
丁
、

て
い
る

auo

河
原
町
(
一
六
八
)
・
小
屋
町
(
鍛
治
町
二
丁
目
、
六
七
)

-
鍛
冶
町
(
鍛
冶
町
一
丁
目
、

一O
五
)

-
ふ
く
よ
し
町
(
五
六
)
・
越
中

町
(
九
六
)
・
広
せ
町
(
六
六
)
・
岩
倉
町
・
岩
倉
町
二
丁
目
・
岩
倉
町
三
丁
目
(
東
岩
倉
町
、
七
一
・
西
岩
倉
町
、
七
五
)

-
西
町
(
四

-
西
仲
町
(
五
一
一
)

-
新
町
二
丁
目
(
八
四
)

-
新
町
三

東
仲
町
(
六
七
)

魚
町
(
六
四
)

新
町
(
新
町
一
丁
目
、
六

O
)

ムノ、
) 
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-
研
屋
町
(
五
六
)

-
横
町
(
堺
町
一
丁
目
、
堺
町
二
丁
目
、
六
=
乙
で
あ
る
。

丁
目
(
六
八
)
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倉吉の町屋の屋号

よ1鍛治町伸治畑 言十

吉右 屋 2 4 6 

油 屋 3 l 1 1 3 9 

檎物屋 4 1 2 6 

茶 屋 1 1 2 

小鉄屋 1 1 2 

鍛治(屋) 3 1 4 

午南 屋 1 1 1 3 

魚 屋 1 1 

協~盲学嘉斥付

1 

26 25 47 37 59 

11 5 8 13 9 46 

名のみ 2 1 1 

計

第3表

(注)弘化3年「倉吉岩倉町間数御図帳」により作成， r御図帳」記載の家数
は301軒であるが，所有者が重複するもの，判読不能のものを除いたの

で，その差が生じた。

倉
吉
の
屋
町
は
東
西
に
走
る
二
条
の
街
路
に
沿
っ
て
発
達

し
て
い
る
。
屋
町
の
中
心
を
な
す
商
業
地
区
は
東
仲
町
・
西

仲
町
・
西
町
を
つ
ら
ね
る
現
在
の
「
本
通
り
筋
」
で
、

い
ま

で
も
玉
川
沿
い
に
土
蔵
群
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
玉
川
以
北

の
新
町
・
研
屋
町
は
職
人
町
で
あ
る
。

屋
町
に
お
け
る
商
工
業
の
地
域
分
化
解
明
の
手
掛
り
と
な

る
弘
化
三
年
(
一
八
四
六
)

の
「
倉
吉
岩
倉
町
間
数
御
図

帳
」ー

(
村
田
彰
氏
蔵
、
以
下
「
御
図
帳
」

と
略
す
)
が
あ

る。

「
御
図
帳
」
は
そ
の
表
題
ど
お
り
、
鍛
治
町
・
鍛
治
小

屋
町
(
鍛
治
町
二
丁
目
)

-
越
中
町
・
広
瀬
町
・
河
原
町
な

ど
屋
町
西
縁
地
域
の
屋
町
の
表
間
口
の
間
数
を
記
載
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
町
家
ご
と
の
居
住
者
の
氏
名
が
明
記
さ
れ
て

お
り
、
各
町
家
の
屋
号
を
検
討
し
表
示
し
た
の
が
第
3
表
で

あ
る
。
第
3
表
に
よ
る
と
、
全
体
的
に
瞳
居
を
想
定
さ
せ
る

「
地
名
+
屋
」
の
屋
号
が
多
く
、
職
人
町
を
推
定
さ
せ
る

「
鍛
治
町
」
な
ど
に
鍛
治
屋
が
比
較
的
少
な
く
、
町
屋
の
職

種
に
よ
る
地
域
分
化
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。



倉
吉
に
は
七
寺
院
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
寺
院
の
ほ
と
ん
ど
は
町
屋
東
縁
部
に
所
在
し
て
い
る
。

近
世
の
倉
吉
は
陣
屋
を
核
と
し
、
そ
の
周
辺
に
侍
町
、
外
側
に
町
屋
、
さ
ら
に
縁
辺
部
に
寺
院
が
所
在
す
る
。
都
市
形
態
か
ら
は
城
下

町
に
酷
似
す
る
が
、
近
世
の
倉
吉
は
大
名
居
城
地
と
な
ら
ず
、

さ
ら
に
陣
屋
開
設
後
も
大
規
模
な
都
市
改
造
は
推
定
で
き
な
い
。
お
そ
ら

く
、
伯
雪
国
羽
衣
石
城
主
南
条
氏
の
持
城
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
都
市
形
態
が
近
世
ま
で
踏
襲
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
町
割

a鳥
取

近
世
鳥
取
の
城
下
町
の
町
割
は
池
田
光
政
に
よ
っ
た
。
光
政
は
入
部
以
前
の
町
割
を
「
一
旦
み
な
撤
し
、

山
上
の
本
丸
か

ら
み
て
町
陰
が
な
く
人
通
り
の
み
と
お
せ
る
自
己

ょ
う
東
西
に
走
る
三
本
の
街
路
を
基
幹
と
す
る
町
割
を
お
こ
な
っ
た
。

三
本
の
基
幹

街
路
は
、
大
手
を
起
点
と
し
西
へ
走
る
智
頭
街
道
、
そ
の
北
の
鹿
野
街
道
、
南
の
若
桜
街
道
で
あ
る
。
町
割
は
こ
れ
ら
の
街
路
に
並
行
、

あ
る
い
は
直
交
す
る
街
路
で
区
画
さ
れ
た
方
形
事
フ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
。
安
政
四
年
(
一
八
五
七
)

の
「
鳥
取
御
城
下
全
図
」
を
も
と
に
そ
の

詳
細
の
検
討
を
試
み
る
。

近世鳥取藩の城下町

侍
町
の
町
割
は
、
智
頭
街
道
・
鹿
野
街
道
・
若
桜
街
道
の
東
西
に
走
行
す
る
三
街
路
と
、
そ
れ
に
直
交
す
る
「
大
名
小
路
」
な
ど
の
南

北
路
で
区
画
さ
れ
た
長
方
形
ゃ
フ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
。
そ
の
お
お
よ
そ
の
長
さ
は
縦
八
十
問
、
横
百
二
十
聞
の
区
画
で
あ
る
が
、
正
確
な
長
方

形
ブ
ロ
ッ
ク
で
な
く
一
定
し
て
い
な
い
。

町
屋
は
惣
門
と
総
構
の
聞
の
地
域
で
あ
る
。
袋
川
(
総
構
)
土
手
の
内
側
に
は
幅
二
聞
の
「
武
者
走
り
」
が
設
け
ら
れ
、
第
一
線
に
は

武
家
屋
敷
が
酎
置
さ
れ
た
。
そ
の
武
家
屋
敷
の
内
側
か
ら
惣
堀
ま
で
の
地
域
が
町
屋
で
あ
り
、
町
屋
は
武
家
屋
敷
で
内
包
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
町
屋
の
配
置
は
、
敵
に
包
囲
さ
れ
た
と
き
の
兵
姑
地
と
し
て
の
戦
略
的
要
因
に
よ
る
。
ま
た
、
町
屋
の
町
割
に
つ
い
て
は
、
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『
鳥
取
藩
史
』
に
「
町
区
概
矩
形
を
成
せ
り
、
之
を
町
家
に
就
い
て
い
へ
ば
、
縦
四
十
問
、
横
六
十
聞
の
矩
形
を
一
区
画
と
し
て
(
中
略
)

こ
の
一
区
画
内
屋
後
に
四
間
に
二
四
聞
の
空
地
を
剰
せ
り

a〉
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、

町
屋
の
町
割
は
縦
四
十
問
、

横
六
十
聞
の
長
方

形
ブ
ロ
ッ
ク
が
基
本
型
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
慶
安
年
聞
の
「
鳥
取
城
下
之
図
」

-
安
政
四
年
の
「
鳥
取
御
城
下
全
図
」

な
ど
の

「
城
下
町
絵
図
」
で
も
、
智
頭
街
道
・
鹿
野
街
道
の
三
街
路
と
こ
れ
に
並
行
す
る
四
街
路
、

ま
た
直
交
す
る
片
原
・
本
町
・
二
階
町
・
元

魚
町
・
川
端
の
五
街
路
で
区
画
さ
れ
た
長
方
形
ゃ
フ
ロ
ッ
ク
が
検
出
で
き
る
。

(第
1
図
参
照
)
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
央
付
近
に
は
「
悪
水
抜

き
(
汚
水
集
め
)
」
と
呼
ば
れ
る
堀
の
存
在
も
み
ら
れ
る
。
「
悪
水
抜
き
」
は
町
屋
が
低
湿
で
あ
る
た
め
、
雨
水
な
ど
の
排
水
を
集
め
袋
川

に
排
出
す
る
た
め
に
掘
ら
れ
た
堀
で
あ
る
が
、
そ
の
掘
り
上
げ
た
土
砂
で
低
湿
な
町
屋
を
埋
め
立
て
る
目
的
も
も
っ
て
い
た
。

米
子

藩
政
期
の
米
子
に
は
都
市
計
画
に
よ
る
都
市
改
造
は
推
定
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
米
子
の
町
割
は
、

元
和
三
年
池
田

光
政
の
入
部
以
前
の
城
下
町
時
代
の
も
の
が
踏
襲
さ
れ
た
。

(第
3
図
参
照
)

侍
町
の
町
割
は
、
陣
屋
正
前
と
そ
の
左
右
を
北
走
す
る
三
街
路
、
そ
れ
ら
に
直
交
す
る
三
筋
の
東
西
道
で
区
画
さ
れ
た
長
方
形
ブ
ロ
ツ

グ
で
あ
る
。

「
米
子
御
城
下
図
ハ
ωと
を
検
す
る
と
、

長
方
形
守
フ
ロ
ッ
ク
の
横
辺
は
百
二
十
二
問
、
t
百
四
十
五
問
、

縦
辺
は
四
十
五
間

l

五
十
九
間
と
一
定
し
て
い
な
い
。

町
屋
は
外
堀
を
外
周
す
る
一
筋
の
街
路
の
両
側
に
十
八
町
が
割
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
外
堀
を
利
用
し
て
、
商
品
を
直
接
に
そ
れ
ぞ
れ

の
「
マ
チ
」

へ
搬
入
し
た
り
、

「
マ
チ
」
で
生
産
さ
れ
た
製
品
を
搬
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
で
、
外
堀
を
防
衛
面

だ
け
で
な
く
、
運
河
と
し
て
利
用
し
、
城
下
町
の
商
工
業
の
発
展
を
ね
ら
っ
た
計
画
的
都
市
づ
く
り
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
町
割

は
、
明
治
四
十
五
年
の
「
米
子
市
街
図
」
で
測
定
す
る
と
、
各
「
マ
チ
L

と
も
横
約
六
十
問
、
縦
約
四
十
聞
の
長
方
形
守
フ
ロ
ッ
ク
で
割
ら

れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
と
く
に
四
日
市
町
・
東
倉
吉
町
・
西
倉
吉
町
・
屋
高
町
は
明
り
よ
う
で
あ
る
。



倉
吉

倉
吉
は
、
打
吹
山
と
小
鴨
川
の
聞
の
東
西
に
細
長
い
地
域
に
、
東
西
に
走
る
二
条
の
街
路
に
沿
っ
て
発
達
し
た
町
で
あ

る

(第
4
図
参
照
)

侍
町
の
町
割
は
陣
屋
付
近
で
部
分
的
に
二
条
の
街
路
に
並
行
す
る
街
路
も
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
街
路
に
直
交
す
る
道
路
で
区
切
ら
れ
た

長
方
形
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
が
、
そ
の
区
画
は
一
定
し
て
い
な
い
。

町
屋
の
町
割
も
、
陣
屋
付
近
の
玉
川
以
南
で
は
、
東
西
走
す
る
三
本
の
街
路
と
、
そ
れ
に
直
交
す
る
南
北
路
で
区
切
ら
れ
、

縦
に
短

く
、
横
に
長
い
お
お
ま
か
な
長
方
形
守
フ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
。
ま
た
、

明
治
四
十
五
年
の

「
倉
吉
町
市
街
図
(
刊
に
で
市
街
を
走
行
す
る
道
路

を
検
す
る
と
、
玉
川
以
北
の
南
北
道
の
間
隔
は
約
百
九
米
で
、
そ
の
方
位
も
市
街
地
東
方
の
水
田
地
帯
の
条
里
地
割
の
方
位
と
大
体
一
致

し
て
お
り
、
町
割
に
も
条
里
地
割
の
一
部
が
と
り
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
鳥
取
・
米
子
・
倉
吉
の
町
割
は
長
方
形
ブ
ロ
ッ
ク
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
侍
町
に
お
け
る
長
方
形
ブ
ロ
ッ
ク
は
定

形
の
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
侍
町
に
お
い
て
は
、

ま
ず
防
衛
上
街
路
を
正
確
な
直
交
状
と
し
な
か
っ
た
。

つ
ぎ
に
そ
こ
に
割
ら
れ
る
武
家

屋
敷
の
面
積
は
格
式
や
穂
高
と
関
係
す
る
の
で
、

一
定
の
長
方
形
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
割
り
切
れ
な
い
場
合
が
多
い
な
ど
の
理
由
に
よ
る
た
め

近世鳥取藩の城下町

で
あ
ろ
う
。

町
屋
に
お
い
て
は
、
横
辺
六
十
問
、
縦
辺
四
十
聞
の
長
方
形
ゃ
フ
ロ
ッ
ク
が
卓
越
し
て
い
る
。
と
く
に
近
世
、

ま
た
は
近
世
初
頭
に
町
割

の
お
こ
な
わ
れ
た
鳥
取
・
米
子
は
明
り
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
こ
ろ
の
町
屋
の
町
割
に
共
通
す
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

五
、
屋
敷
割

95 

緑
高
と
武
家
屋
敷
面
積

近
世
鳥
取
藩
の
武
家
屋
敷
は
「
拝
領
屋
敷
」
と
よ
ば
れ
た
。
拝
領
屋
敷
と
は
「
家
老
以
下
主
な
る
家
中
に
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与
え
れ
る
邸
地
に
し
て
、
建
築
は
各
自
の
負
担
す
る
所
な
り
、

其
の
交
付
の
地
積
は
格
式
・
仕
役
に
よ
り
て
概
一
定
の
標
準
「
η
〉
」
が
決

「
下
屋
敷
覚
え
」

め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
『
御
家
中
御
定
』
が
あ
る
詰
〉
O

一
、
四
十
間
ニ
百
三
十
間

一
、
四
十
間
ニ
百
間

一
、
四
十
間
ニ
八
十
間

一
、
四
十
間
ニ
六
十
間

一
、
四
十
間
ニ
六
十
間

一
、
四
十
間
ニ
四
十
間

一
、
三
十
閲
ニ
三
十
間

一
、
二
十
間
ニ
三
十
間

一
、
二
十
間
ニ
二
十
間

一
、
二
十
間
ニ
二
十
間

「
新
屋
舗
割
之
覚
」

一
、
中
小
姓
衆

一
、
人
預
衆

一
、
御
徒
衆

内
匠
(
着
座
・
禁
一
万
五
千
石
)

志
摩
(
着
座
・
盤
崩
一
万
石
)

内
記
(
着
座
・
人
橋
七
千
石
)

津
田

大
隅
(
着
座
・
糊
腕
五
千
石
)

飛
騨
(
着
座
・
輪
一
五
千
石
)

兵
部
(
着
座
・
噛
三
千
五
百
石
)

内
膳
(
番
頭
・
一
一
一
四
一
二
千
五
百
石
)

権
之
助
(
番
頭
・
菅
=
一
千
石
)

佐
渡
(
番
頭
・
安
養
寺
二
千
石
)

兵
庫
(
番
頭
・
矢
野
二
千
石
)

拾
三
間
ニ
拾
五
間

拾
ニ
間
ニ
拾
五
間

六
間
ニ
拾
五
間



一
、
御
弓
御
鉄
砲
衆
四
間
ニ
拾
五
間

一
、
御
中
間
御
草
履
取
御
道
具
四
間
ニ
八
間

「
最
前
御
城
に
て
書
付
屋
敷
奉
行
へ
相
渡
覚
」

一

、

百

石

十

二

間

ニ

十

人

間

一
、
百
石
よ
り
百
九
十
石
迄
十
四
間
ニ
十
八
間

一
、
二
百
石
よ
り
二
百
九
十
石
迄
十
四
間
ニ
十
八
間

一
、
コ
一
百
石
よ
り
三
百
九
十
石
迄
十
六
間
ニ
二
十
間

一
、
四
百
石
よ
り
五
百
石
迄
十
八
間
ニ
二
十
間

一
、
五
百
石
よ
り
上
は
右
に
応
じ
。

以
上
の
史
料
に
よ
っ
て
も
拝
領
屋
敷
は
格
式
や
藤
高
に
よ
っ
て
、
そ
の
貸
与
に
差
異
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
さ
ら

に
「
町
絵
図
」
や
「
組
帳
」
を
も
と
に
鳥
取
・
米
子
・
倉
吉
の
藤
高
百
石
以
上
の
武
士
の
拝
領
屋
敷
面
積
と
穂
高
の
関
係
を
実
証
的
に
検

討
し
、
図
示
し
た
の
が
第
4
表
で
あ
る
。
第
4
表
で
の
鳥
取
・
米
子
・
倉
吉
の
町
ご
と
の
拝
領
屋
敷
面
積
と
穂
高
は
大
体
に
お
い
て
相
関

し
て
い
る
。
ま
た
、
町
ご
と
の
拝
領
屋
敷
面
積
を
総
穂
高
で
割
っ
て
、
町
ご
と
の
藤
高
一
石
に
対
す
る
拝
領
屋
敷
の
平
均
値
を
求
め
る

近世鳥取藩の城下町

と
、
鳥
取

0
・
六
四
坪
、
米
子
二
・
四
一
坪
、
倉
吉
一
・
八
五
坪
と
な
る
。
鳥
取
を
一
と
す
れ
ば
、
倉
吉
は
二
・
八
倍
、
米
子
は
三
・
七

倍
の
面
積
の
拝
領
屋
敷
が
貸
与
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
鳥
取
に
お
い
て
藤
高
一
石
当
り
の
拝
領
屋
敷
面
積
が
狭
小
に
な
る
こ
と
は
城
下
町

に
集
住
す
る
武
士
の
数
か
ら
す
る
と
当
然
と
考
え
ら
れ
る
。
鳥
取
落
第
二
の
都
市
米
子
に
お
い
て
穂
高
一
石
当
り
の
拝
領
屋
敷
面
積
が
広

く
な
る
の
は
、
米
子
の
侍
町
は
元
和
以
前
の
城
下
町
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
米
子
の
侍
町
は
米
子
に
派

遣
さ
れ
た
「
米
子
組
土
」
の
数
に
比
べ
て
広
大
で
、
侍
町
内
に
か
な
り
広
面
積
の
陸
回
、
多
数
の
「
明
屋
敷
」
が
散
在
す
る
。

97 

町
屋
の
屋
敷
割
と
屋
敷
面
積

享
保
十
五
年
(
一
七
三

O
)
の
『
因
府
年
表
』
に
、
鳥
取
の
「
町
中
ニ
軒
間
銀
ヲ
課
セ
ラ
ル
、
表
間
口
ハ
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稼高と侍屋敷面積相関表第4表
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(注)侍屋敷の算定は，鳥取は安政4年「鳥取御城下全図」を測定・米子は

「米子御城下之図」・倉吉は「倉吉陣屋絵図」の記載による。禄高は鳥

取は慶応3年，米子，倉吉は元禄7年「組帳」による。

一
問
、
十
匁
宛
ナ
リ
、
智
頭
・

用
瀬
・
若
桜
・
浦
留
・
鹿
野
・

米
子
・
倉
吉
モ
同
様
ニ
一
課
セ
ラ

ル
ハ
さ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
軒
間
銀
」
は
、
米
子
に
お
い

て
は
目
抜
き
通
り
で
小
間
(

聞
の
半
分
H
間
口
三
尺
)
ご
と

に
年
一
朱
(
号
、
倉
吉
で
は
町

ご
と
に
差
が
あ
り
、
町
屋
中
心

域
の
西
町
・
西
仲
町
で
間
口
一

聞
に
銀
三
百
匁
、
鍛
治
町
一
丁

目
百
匁
、
越
中
町
八
十
匁
、
鍛

治
町
二
丁
目
六
十
匁
、
新
町
五

十
匁
、
広
瀬
町
三
十
匁
完
〉
と

そ
の
課
税
率
は
町
屋
中
心
地
域

-
街
道
沿
い
な
ど
の
繁
華
な
地

域
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
る
。
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欄

1
1
1
ψ

一第5図 鳥取の町屋の町寄jと屋敷割模式図
「鳥取市街大切図J u'鳥取藩史5d1より推定復原

奥
行
も
課
税
の
対
象
と
な
る
。
倉
吉
に
お
い
て
は
奥
行
二
十
聞
の
町
家
を
「
町
並
」
、

そ
れ
に
た
ら
な
い
奥
行
の
も
の
を
「
四
歩
一
役
(
四
歩
一
所
)
」
、

「
三
歩
一
役
」
と
呼

1町ごとの屋敷数二42
(60-18) +3=14 

( 40-1) + 3 + 2 = 7 
(14十7)X 2 =24 

び
、
四
分
の
一
、
三
分
の
一
の
税
が
課
せ
ら
れ
た
〈
巴
。
し
か
し
、
そ
の
税
率
は
奥
行

よ
り
も
表
間
口
が
高
く
課
せ
ら
れ
た
の
で
、
町
家
は
表
間
口
狭
く
奥
行
の
長
い
長
方
形

の
も
の
が
多
く
な
っ
た
。

鳥
取
の
町
家
の
家
敷
剖
を
『
鳥
取
藩
史
』
は
、
縦
四
十
問
、
横
六
十
聞
の
長
方
形
ブ

ロ
ッ
ク
に
区
画
さ
れ
た
一
区
画
に
お
け
る
町
家
の
屋
敷
は
「
奥
行
を
拾
八
聞
と
し
間
口

は
コ
一
間
前
後
な
れ
ば
、

一
戸
の
地
域
概
狭
長
で
あ
る
ぬ
と
と
記
し
て
い
る
。
『
鳥
取
藩

60間

史
』
の
記
述
ど
お
り
、

一
区
画
を
表
間
口
三
問
、
奥
行
十
八
聞
の
屋
敷
剖
で
割
っ
た
と

悪
水
抜
き

す
れ
ば
、
第
5
図
の
模
式
図
に
示
す
と
お
り
、

一
区
画
(
町
)

に
四
十
二
戸
の
屋
敷
が

η
o
q
d
 

智
頭
・
鹿
野
・
若
桜
街
道

二
十
町
に
限
り
、
寛
永
十
一
年
(
一
六
三
回
)

剖
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
「
縦
四
十
問
、
横
六
十
間
」
の
長
方
形
ブ
ロ
ッ
ク
に

区
画
さ
れ
た
鍛
治
町
・
桶
屋
町
・
若
桜
町
・
職
人
町
・
本
町
一
丁
目

l
四
丁
目
、
二
階

(注)

町
一
丁
目

l
四
丁
目
、
新
町
、
本
魚
町
一
丁
目

l
三
丁
目
、
河
端
一
丁
目

l
四
丁
目
の

の
各
町
ご
と
の
軒
数
を
検
す
る
と
、
最
高
は
河
端
四
丁
目
の
四
十
五
軒
、
最
低
は
二
階
町

一
丁
目
と
本
町
三
丁
目
の
十
八
軒
、
平
均
二
十
七
・
八
軒
と
な
り
、

99 

表
参
照
)
0

し
か
し
、

安
永
七
年
(
一
七
七
八
)
に
な
る
と
、
河
端
四
丁
目
は
百
四
軒
、
二
階
町
一
丁
目
・
本
町
三
丁
目
も
六
十
八
軒
、
平

一
町
(
区
画
)
ご
と
の
軒
数
の
増
加
は
一
戸
当
り
の
屋
敷
面

『
鳥
取
藩
史
』
に
記
述
す
る
計
画
的
屋
敷
割
も
推
定
で
き
る
(
第
2

均
七
十
四
・
四
軒
と
な
り
、
約
百
四
十
年
間
に
二
倍

l
一
二
倍
の
増
加
と
な
る
。



100 

鳥取の町家の表間口・奥行間数頻度表

主~\1吋 2 ¥ 3 ¥ 4 ¥ 5 ¥ 6 1 7 ¥& ~\\計 11 % 
6間以下 5 23 12 3 1 44 4.0 

7間代 4 11 1 16 

8 4 13 5 1 23 2. 

9 7 12 1 20 1. 

10 5 9 9 3 26 

11 2 5 2 2 11 1. 01 

12 4 14 21 2 2 43 

13 3 18 18 1 1 1 42 3.8 

14 2 10 9 7 1 1 30 

15 3 10 7 1 1 22 2.0 

16 17 97 85 38 12 8 4 8 269 

17 6 45 36 20 5 5 2 119 10.8 

18 13 69 35 9 5 2 3 5 141 

19 3 22 13 4 3 2 1 48 4.3 

20 17 72 82 33 13 9 5 10 241 

21 O 。
22 1 1 2 0.11 

Z十 29111，097117 1 

% 8.01 38.71 31. 61 11. 31 2.311/11 100 

第5表

(注)正徳5年「鳥取市街大切図」記載の町家屋敷の表間口・奥行間数より作

成，惣堀と袋川の聞の町家に限る。

積
の
狭
小
化
と
な
る
。
そ
こ
で
、
正
徳
五

年
ご
七
一
五
)

の
「
鳥
取
市
街
大
切
図
」

に
よ
り
、
惣
堀
と
袋
川
の
間
の
地
域
の
町

家
に
限
っ
て
、
表
間
口
と
奥
行
の
間
数
を

算
出
し
表
示
し
た
の
が
第
5
表
で
あ
る
。

対
象
地
域
の
町
家
軒
数
は
千
九
十
七
軒
、

そ
の
う
ち
表
間
口
二
間
が
三
十
八
・
七
V
P

聞
が
三
十
一
・
六
対
で
、
当
初
三
間
で

あ
っ
た
も
の
が
二
間
へ
と
狭
小
化
し
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
奥
行
の
最
多
頻
度

は
十
六
間
で
全
体
の
二
十
四
・
五
形
、

Jコ

い
で
二
十
聞
の
二
十
一
・
九
が
で
、
町
家

の
屋
敷
割
の
基
準
で
あ
る
十
八
聞
は
十

-
八
%
で
あ
る
。
奥
行
二
十
聞
の
頻
度
が

か
な
り
高
い
こ
と
は
各
区
画
の
中
央
に
掘

ら
れ
た
「
悪
水
抜
き
」
の
埋
め
立
て
の
進

行
を
実
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
時
代
の
推
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倉吉の町家の表関口・奥行間数頗度表

百二ゴ|齢町|開|越中町|湖町|河原町 11 計 1%

1間代 3 

自
3 12 3.9 

2 24 24 85 28.2 

3 17 27 40 146 48.5 

4 3 6 14! 35 11. 6 

表 5 
311 1 

1 1 2 7 14 4.6 

6 2 0.9 

間 7 1 2 1 1.3 

8 

ロ 9 

10間以上 1 2i 0.7 

計 64
1 

89
11 

100 

|表間口平均| 3.011 2.991 

四歩一役 1 32 33 

三歩一役 4 4 

半役所 8 8 
奥
5間未 10 10 

地~ J 5~10 4 7 11 

1O~15 8 8 

1T 15以上 9 9 

間数記入無 3 6 9 

計
11 

第B表

(注)弘化3年 (1846) r倉吉岩倉町間数御図|脹」より作成，上記以外
(301-92=209軒)209軒の奥行は20問。

移
に
よ
る
各
町
の
軒
数
の
増
加

は
、
町
家
屋
敷
に
表
間
ロ
の
狭

小
化
、
奥
行
の
拡
大
化
の
変
化

を
及
ぼ
し
た
。

米
子
の
町
屋
は
無
年
貢
地
で

あ
る
。
し
か
し
、

家
屋
に
は

「
軒
間
銀
(
小
間
割
銀
)
」
が
諜

せ
ら
れ
た
。

「
軒
間
銀
」
は
表

間
口
の
広
狭
に
よ
っ
て
課
せ
ら

れ
た
の
で
、
町
家
は
表
間
口
狭

く
、
奥
行
の
畏
い
長
方
形
、

L 、

わ
ゆ
る
「
う
な
、
ぎ
の
床
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。
米
子

の
町
家
の
表
間
口
、
奥
行
間
数

な
ど
を
記
し
た
資
料
は
現
存
し

な
い
。
し
か
し
、

「
米
子
御
城

下
全
図
」
や
明
治
期
の
地
図
か
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ら
推
定
す
る
と
奥
行
は
十
人
間
位
い
も
も
の
が
多
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

倉
吉
に
も
町
屋
全
域
の
屋
敷
剖
を
記
し
た
「
町
絵
図
」
や
資
料
は
現
存
し
な
い
。
し
か
し
、
町
屋
西
域
の
鍛
治
町
・
鍛
冶
小
屋
町
(
鍛

治
町
二
丁
目
)

-
越
中
町
・
広
瀬
町
・
河
原
町
の
五
町
の
町
家
の
表
間
口
間
数
を
記
し
た
弘
化
三
年
(
一
八
四
六
)
の
「
倉
吉
岩
倉
町
間

数
御
図
帳
」
が
あ
る
。
第
6
表
は
そ
れ
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
対
象
地
域
の
家
数
は
三
百
一
軒
で
あ
る
が
、
そ
の
四
十
八
・
五
%
が

表
間
口
三
問
、

つ
い
で
二
聞
が
二
十
八
・
二
形
、
表
間
口
の
平
均
が
ご
・
九
九
聞
で
鳥
取
の
そ
れ
よ
り
も
い
く
ぶ
ん
広
い
。
ま
た
、
町
屋

の
中
心
に
近
い
地
域
ほ
ど
表
間
口
は
狭
く
、
遠
い
地
域
に
広
い
表
間
口
の
町
家
が
多
い
。
奥
行
は
二
十
聞
の
も
の
が
全
体
の
六
十
・
九
ガ

そ
れ
以
下
は
越
中
町
・
広
瀬
町
に
多
い
。

お
わ
り
に

元
和
三
年
(
一
六
一
七
)

の
池
田
光
政
の
入
部
は
近
世
鳥
取
藩
の
町
々
に
変
化
を
与
え
た
。

鳥
取
藩
の
城
下
町
鳥
取
に
お
い
て
は
、
元
和
以
前
の
町
割
を
一
旦
み
な
撒
し
惣
門
外
に
袋
川
を
開
削
し
総
構
と
し
た
。
そ
し
て
、
惣
門

内
に
あ
っ
た
町
屋
を
惣
門
外
へ
押
し
出
し
惣
門
内
を
侍
町
と
し
た
。
侍
町
の
町
割
は
お
お
む
ね
長
方
形
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
が
、
そ
の
区
画

は
一
定
し
て
い
な
い
。
惣
円
内
の
侍
町
に
屋
敷
が
割
ら
た
れ
の
は
上
・
中
級
武
士
で
、
下
級
の
武
家
屋
敷
は
江
崎
・
湯
所
の
山
ろ
く
、

ま

た
は
袋
川
沿
い
の
町
屋
外
縁
部
が
あ
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
武
家
屋
敷
の
配
置
は
格
式
や
藤
高
の
高
い
も
の
が
内
、
低
い
も
の
が
外
と
な
る

同
心
円
状
で
あ
る
。

惣
門
外
の
町
屋
の
町
割
は
、
縦
四
十
問
、
横
六
十
間
の
畏
方
形
ゃ
フ
ロ
ッ
ク
で
区
画
さ
れ
る
。
区
画
内
の
町
家
は
表
間
口
三
問
、
奥
行
十

八
聞
を
基
本
と
し
て
割
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
城
下
町
鳥
取
に
お
い
て
は
、
と
く
に
防
衛
面
を
配
慮
し
た
大
規
模
な
「
元
和
の
都
市
再
改



造
」
が
考
察
さ
れ
る
。

陣
屋
町
米
子
・
倉
吉
に
お
い
て
も
、
畏
方
形
ブ
ロ
ッ
ク
の
町
割
、
長
方
形
の
屋
敷
割
が
み
ら
れ
る
が
、
元
和
以
降
の
都
市
再
改
造
は
お

こ
な
わ
れ
ず
、
そ
れ
以
前
の
も
の
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
武
土
の
配
置
は
、
陣
屋
近
く
や
要
衡
地
に
高
殺
の
武
士
を
配
置

す
る
な
ど
、
城
下
町
と
同
じ
く
防
御
的
配
慮
が
考
察
で
き
る
。

近世鳥取藩の城下町

注鳥
取
県
『
鳥
取
藩
史
5
』
一
九
七
一
年
、

P
一一一一一五

中
林
保
「
近
世
鳥
取
藩
の
陣
屋
町
」
『
人
文
地
理
』
一
一
六
|
四
を
参
照

小
泉
友
賢
『
因
幡
民
談
記
』
寛
文
(
一
六
六
一
ー
ー
七
一
二
)
末
年
ご
ろ

「
因
伯
叢
書
」
名
著
出
版
一
九
七
二
年
復
刻
、

P
二
五

前
掲
注
(
3
)
P
二
五

l
二
六

鳥
取
市
役
所
『
鳥
取
市
史
』
一
九
四
三
年
、
P
一
三

O

こ
の
こ
と
は
『
因
幡
民
談
記
』
所
収
の
「
布
施
天
神
山
城
絵
図
」
に
も
一
一
一
重
の
天
守
閣
が
措
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
慶
長
七
年
二
六

O
二
)
池

田
長
官
に
よ
る
久
松
城
の
大
改
築
で
コ
二
重
八
棟
」
の
天
守
閣
を
「
二
重
に
ひ
く
く
」
改
築
し
た
と
す
る
こ
と
と
も
一
致
す
る
。

(
6
)

岡
島
正
義
『
烏
府
志
』
文
政
十
二
年
二
八
二
九
)
、
『
鳥
取
県
史
6
』
一
九
七
四
年

P
四
二
回
、
所
収

(
7
)

「
山
名
登
数
感
状
」
『
鳥
取
県
史
(
中
世
編
)
」
一
九
七
三
年
P
七
二
二
、
所
収

(
8
)

前
掲
注
(
3
)
P
七
七

(
9
)

前
掲
注
(
3
)
P
三
五
二

(
叩
)
佐
藤
長
健
『
因
府
録
』
、
明
和
(
一
七
六
回
l
七
一
一
)
初
年
ご
ろ
、
『
鳥
取
県
史
6
』

P

四

O
八
所
収
に
も
、
「
江
崎
辺
古
大
工
町
よ
り
若

桜
町
惣
内
外
に
流
れ
る
川
を
湊
川
と
云
け
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
流
路
は
『
烏
府
志
』
の
P
五
一
四
|
五
一
五
「
湊
川
」
の
項

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
日
)
前
掲
注
(
3
)
P
七
九

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
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一
九
七
三
年

P 
九
J¥ 

(
ロ
)
「
紀
伊
護
国
寺
文
書
」
小
坂
博
之
『
山
名
豊
国
』

(
臼
)
前
掲
注
(
3
)
P
一一一一九

(
M
)

前
掲
注
(
3
)
P
一一一一一一

(
臼
)
前
掲
注
(
6
)
P
四
七
八
と
P
、
四
九
八

(
時
)
前
掲
注
(
3
)
P
一
九
三

(
げ
)
前
掲
注
(
3
)
P
一一一一一

(
問
)
前
掲
注
(
5
)
P
一
一
二
八

(
凹
)
前
掲
注
(
3
)
P
一一一一一

(
却
)
前
掲
注
(
3
)
P
二
四
四

(
幻
)
前
掲
注
(
5
)
P
一
八
五

(
勾
)
安
倍
恭
庵
『
因
幡
志
』
寛
政
七
年
こ
七
九
五
)
「
因
伯
叢
書
」
一
九
七
二
年
復
刻
、

(
お
〉
城
下
町
の
復
原
は
、
前
掲
注
(
6
)
P
九
四
三
と
P
四
八
九
、
さ
ら
に
、
前
掲
注
(
1
)

(
剖
)
前
掲
注
(
3
)
P
二
七
七

(
お
)
前
掲
注
(
3
)
P
二
七
二

(
出
)
前
掲
注
(
3
(
P
二
七
二

(
幻
)
前
掲
注
(
3
)
P
ニ
七
六

(
却
)
前
掲
注
(
3
)
P
二
七
七

(
却
)
前
掲
注
(
3
)
P
二
七
八

(
叩
)
前
掲
、
注
(
幻
)

P
三
四
六

(
訂
)
「
イ
ト
パ
」
は
「
井
ト
場
」
と
書
か
れ
、
袋
川
へ
流
れ
落
ち
る
水
品
目
が
「
ど
う
ど
う
」
と
音
を
た
て
る
こ
と
か
ら
そ
の
地
名
が
お
こ
っ
た
(
『

因
幡
志
』
P
三
六
七
!
=
一
六
九
)
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
侍
町
の
排
水
な
ど
の
水
が
袋
川
に
流
れ
湾
ち
る
所
を
「
ど
ん
ど
ん
の
ヰ
ト
」
、
「
本
郷

の
ヰ
ト
」
、
「
薬
師
の
ヰ
ト
」
な
ど
と
呼
ん
だ
。

p
三
五
二
|
三
五

P
五
に
よ
っ
た
。



近世鳥取藩の城下町

鳥
取
県
『
鳥
取
県
史
2
』
一
九
七

O
年

P
四
二
八

物
頭
と
は
番
頭
に
つ
ぐ
格
式
で
鉄
砲
及
び
引
の
者
を
引
卒
指
揮
す
る
を
以
て
此
名
有
り
、
古
へ
の
鉄
砲
大
将
弓
・
大
将
、
即
ち
足
軽
大
将
に
相

当
す
る
。
(
『
鳥
取
藩
史
2
』

P
一
一
一
)

(
お
)
佐
藤
長
健
『
因
府
録
』
明
和
(
一
七
六
四

l
七
一
一
)
初
年
ご
ろ
『
鳥
取
藩
史
6
』
一
九
七
四
年

P
二
八
所
収

(
鈍
)
藩
政
期
の
城
下
町
絵
図
の
な
か
に
は
武
家
屋
敷
ご
と
に
居
住
者
と
表
関
口
、
奥
行
間
数
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
二
・
=
一
葉
あ
る
。
し
か

し
、
「
町
絵
図
」
の
な
か
に
居
住
者
と
禄
高
が
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
藩
士
の
禄
高
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
元
禄
七
年
、
慶
応

三
年
の
「
組
帳
」
が
あ
る
。
そ
こ
で
「
町
絵
図
」
と
「
組
帳
」
の
年
代
が
最
も
近
い
両
者
を
選
定
し
た
。

(
お
)
前
掲
注
(
担
)

P
六
|
七

(
祁
)
前
掲
注
(

M

M

)

P

一三一

(
釘
)
前
掲
注
(
辺
)

P

一一ニ

(
泊
)
前
掲
注
(
担
)

P

一五

(
却
)
前
掲
注
(
3
)
P
二
七
八

(
幼
)
前
掲
注
(
担
)

P

三
五
四
|
三
五
五

(
M
U
)

安
永
七
年
「
町
方
御
定
」
『
鳥
取
藩
史
5
』

P
一一

l
一
一
一
所
収

(
必
)
前
掲
注
(
1
)
P
一
八
|
一
九

(
必
)
前
掲
注
(
1
)
P
一
八
l
一
九

(
川
相
)
中
本
友
直
子
益
「
五
水
記
」
寛
政
八
年
(
一
七
九
六
)
、
中
国
建
設
弘
済
会
一
九
四
七
年
復
刻
、

(
必
)
前
掲
注
(
1
)
P
一
八

l
一
九

(
必
)
前
掲
注
(
1
)
P
一
八
|
一
九

(
円
引
)
鳥
取
県
『
鳥
取
藩
史
6
』
一
九
七
一
年

P
四
二
四

(
必
)
分
類
は
『
鳥
取
藩
史
5
』

P
一
四
|
一
六
・
『
鳥
取
市
史
』

P
一
九
八
|
二

O
五
に
よ
っ
た
。

(
叫
)
「
戸
田
幸
太
郎
覚
書
日
」
、
佐
々
木
謙
他
『
伯
番
米
子
城
』
稲
葉
書
房

P
一
一
一
一
所
収

(
担
)

P

一一一
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一
九
七
三
年
復
刻
、

P
一
一
五

(
印
)
米
子
市
役
所
『
米
子
市
史
』
名
著
出
版
、

(
日
)
前
掲
注
(
叩
)
P
一
一
1

一一一

(
回
)
松
岡
布
政
『
伯
道
官
民
談
記
』
寛
保
二
年
(
一
七
四
二
)

(
臼
)
前
掲
注
(
臼
)

P
二
五

(
臼
)
佐
々
木
謙
他
『
伯
者
米
子
城
』
稲
葉
書
房
一
九
七
一
年
、
P
四
八

(
日
)
前
掲
注
(
日
記
)

P
二
九
七

(
回
)
前
掲
注
(
1
)
P
一
一
一
八

(
貯
)
景
山
粛
『
伯
誉
士
官
安
政
末
年
「
因
伯
叢
書
」
名
著
出
版
一
九
七
二
年
復
刻

P
三
四
一

(
回
)
町
名
の
(
)
内
は
明
治
五
年
の
戸
数
を
示
す
。
し
か
し
、
明
治
五
年
に
は
こ
の
ほ
か
横
町
(
叩
)
、
新
博
労
町
(
幻
)
、
新
法
勝
寺
町
(
日
)
な
ど
新

町
誕
生
す
。

(
印
)
前
掲
注
(
印
)

P
二
回

O

(ω)
鳥
取
県
立
米
子
図
書
館
『
郷
土
史
跡
め
ぐ
り
』
一
九
七
二
年
、
P
七

(
飢
)
前
掲
注
(
臼
)

P
二
五

(
位
)
前
掲
注
(
臼
)

P
一一六

(
臼
)
福
光
勝
次
郎
『
倉
吉
町
誌
』
倉
吉
町
一
九
四
一
年
、

P
一一二一

(
刷
出
)
前
掲
注
(
臼
)

P
一一六一

(
白
山
)
寛
延
二
年
、
幕
府
巡
見
の
御
日
付
に
答
申
し
た
数
『
鳥
取
藩
史
5
』
P
二
三
三
所
収

(
印
)
前
掲
注
(
1
)
P
二
二
三
、
な
お
、
(
)
内
は
、
明
治
五
年
の
町
名
、
数
字
は
戸
数
を
あ
ら
わ
す
。
明
治
五
年
十
八
町
の
集
計
は
一
、

戸
で
あ
る
。

(
U
)

前
掲
注
(
3
)
P
二
七
八

(
槌
)
前
掲
注
(
1
)
p
九

(
印
)
米
子
武
家
屋
敷
の
屋
敷
割
や
各
屋
敷
の
表
間
口
・
奥
行
の
間
数
が
記
し
て
あ
る
。
年
代
不
詳
、
鳥
取
県
立
博
物
館
蔵
。

(
旬
)
鳥
取
県
『
因
伯
記
要
』
一
九
一

O
年
所
収
地
図

「
因
伯
叢
書
」
名
著
出
版
一
九
七
二
年
復
刻
、
P
二
五

一一一六



前
掲
注
(
1
)
P
一
八
三

「
下
屋
敷
覚
」
・
「
新
屋
敷
割
覚
」
は
寛
永
九
年
(
一
六
一
三
一
)
九
月
十
七
日
の
も
の
で
(
)
内
は
筆
者
注
記
。
地
名
は
陣
屋
開
設
地
。

「
最
前
御
城
に
て
書
付
屋
敷
奉
行
へ
相
渡
覚
」
は
承
応
四
年
こ
六
五
五
)
五
月
二
十
二
日
の
も
の
。
『
鳥
取
県
史
2
』
P
四
二
五
|
四
二
六

所
収

(
刀
)
武
家
屋
敷
の
算
定
は
、
鳥
取
は
安
政
四
年
「
鳥
取
御
城
下
全
図
」
を
測
定
、
米
子
は
「
米
子
御
城
下
之
図
」
、
倉
吉
は
「
倉
吉
陣
屋
絵
図
」
の

記
載
に
よ
る
。
禄
高
は
、
鳥
取
は
慶
応
三
年
米
子
は
元
禄
七
年
の
「
組
帳
」
、
倉
吉
は
元
禄
七
年
の
「
組
帳
」
と
「
倉
吉
万
日
記
」
に
よ
っ
た
。

な
お
、
「
町
絵
図
」
と
「
組
帳
」
記
載
の
氏
名
が
合
致
し
た
も
の
は
、
鳥
取
で
一
七
回
名
、
米
子
で
二
四
名
、
倉
吉
で
一
九
名
で
あ
っ
た
。

(
九
)
楢
柴
重
恕
『
因
伯
大
年
表
』
一
九
七
五
年
復
刻
、

p
三
O
七

(
河
)
前
掲
注
(
印
)

P
一
一
三
九
l
二
四
一

(
m
m
)

倉
吉
市
『
倉
吉
市
史
』
名
著
出
版
一
九
七
三
年

(
付
)
前
掲
注
(
祁
)

P
一一一一一九

(
河
)
前
掲
注
(
1
)
P
一
八
六

(
九
)
(η) 

P
二
三
九
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